
「
書
く
こ
と
」
を
と
り
入
れ
た
文
章
理
解
の
学
習
指
導

教
材
「
は
る
か
ぜ
の
た
い
こ
」
と
「
あ
り
の
行
列
」
に
よ
る

田
　
　
中

岡

螢
　
　
一

利
　
　
道

芦
田
恵
之
助
、
青
木
幹
勇
、

塚
原
鉄
雄
の
研
究

　
文
章
理
解
の
指
導
方
法
の
一
つ
と
し
て
理
解
対
象
で
あ
る
文
章
を
学
習
者
に
書
写

さ
せ
る
こ
と
は
早
く
か
ら
行
わ
れ
て
来
た
手
法
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
は
じ
め
て
理
論

的
な
見
通
し
に
立
っ
て
授
業
に
組
織
し
た
の
は
芦
田
恵
之
助
氏
で
あ
っ
た
。
1
「
よ

む
」
、
2
「
と
く
」
、
3
「
よ
む
」
、
4
「
か
く
」
、
5
「
よ
む
」
、
6
「
と
く
」
、
7
「
よ

む
」
の
七
段
階
で
示
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る
「
芦
田
式
読
み
方
教
式
」
は
氏
自
身
の
回
想

に
よ
れ
ば
（
「
教
式
と
教
壇
」
）
明
治
二
十
四
、
五
年
か
ら
昭
和
初
年
に
か
げ
て
徐
々

に
成
熟
し
て
成
っ
た
文
章
理
解
指
導
の
た
め
の
授
業
展
開
方
式
で
あ
る
が
、
こ
の
う

ち
4
「
か
く
」
が
書
写
活
動
を
位
置
づ
け
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
こ
の
項
が
「
教
式
」

に
と
り
入
れ
ら
れ
た
の
は
大
正
十
五
年
春
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
。
芦
田
氏
は
自

ら
こ
れ
を
「
私
の
教
式
中
最
も
独
創
的
の
も
の
」
（
「
国
語
教
育
易
行
道
」
）
と
言
い
、
多

く
の
研
究
者
も
又
こ
こ
に
「
芦
田
式
読
み
方
教
式
」
の
中
核
が
あ
る
と
考
え
て
来
た
。

　
戦
後
に
お
い
て
こ
の
、
「
書
く
こ
と
」
を
中
心
に
置
い
て
文
章
理
解
の
指
導
を
す

す
め
る
教
授
方
法
を
自
覚
的
に
受
げ
継
ぎ
、
さ
ら
に
。
拡
充
し
て
実
践
を
深
め
た
の

は
青
木
幹
勇
氏
で
あ
る
。
青
木
氏
の
こ
の
方
面
の
実
践
は
『
書
き
な
が
ら
読
む
』
（
昭

和
四
十
三
年
明
治
図
書
刊
、
の
ち
『
青
木
幹
勇
授
業
技
術
集
成
②
』
、
昭
和
五
十
一

年
明
治
図
書
刊
　
に
再
録
）
及
び
『
第
三
の
書
く
』
（
昭
和
六
十
一
年
国
土
杜
刊
）
の

二
著
に
お
い
て
そ
の
体
系
化
が
試
み
ら
れ
た
。
青
木
氏
は
「
芦
田
式
読
み
方
教
式
」

の
「
か
く
」
が
、
多
く
の
場
合
教
材
文
の
中
の
重
要
な
語
句
を
教
師
の
判
断
で
選
ん

で
板
書
し
、
児
童
は
そ
れ
を
視
写
す
る
と
い
う
、
い
わ
ば
教
師
中
心
の
行
的
形
式
で

　
　
3
）

あ
っ
た
点
を
批
判
的
に
修
正
し
、
視
写
の
対
象
を
語
句
か
ら
文
、
文
段
、
場
合
に
よ

っ
て
は
教
材
全
文
に
拡
げ
る
こ
と
を
試
み
、
さ
ら
に
。
書
く
活
動
の
中
で
児
童
が
解
放

さ
れ
る
面
の
あ
る
こ
と
に
意
義
を
認
め
て
こ
れ
を
教
師
中
心
の
作
業
か
ら
児
童
中
心

の
活
動
に
な
る
よ
う
に
多
様
た
展
開
形
態
を
案
出
し
た
。

　
前
著
『
書
き
な
が
ら
読
む
』
の
時
点
で
は
青
木
氏
の
実
践
は
、
文
章
を
書
き
写
し

な
が
ら
読
む
（
H
文
章
主
体
）
指
導
と
、
作
文
を
書
き
な
が
ら
読
む
（
1
1
読
者
主
体

）
指
導
と
の
二
面
か
ら
体
系
化
が
は
か
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
指
導
法
は
当
時
の
氏

の
問
題
意
識
の
中
心
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
「
問
題
を
も
ち
な
が
ら
読
む
」
と
い
う

指
導
体
系
に
従
属
し
て
構
想
さ
れ
て
い
た
ふ
し
が
見
ら
れ
（
同
書
五
六
頁
、
九
一

頁
）
、
よ
り
よ
く
読
む
　
（
理
解
す
る
）
た
め
の
手
段
と
い
っ
た
性
格
が
ぬ
ぐ
え
な
か

1

島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
（
教
育
科
学
）

第
二
十
一
巻
　
一
頁
－
三
〇
頁

昭
和
六
十
二
年
九
月



「
書
く
こ
と
」
を
と
り
入
れ
た
文
章
理
解
の
学
習
指
導
（
田
中
・
岡
）

っ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
後
者
『
第
三
の
書
く
』
で
は
、
「
書
く
こ
と
」
は
そ
の
よ
う
な
従

属
関
係
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
「
読
む
こ
と
…
理
解
」
に
対
し
て
「
書
く
こ
と
1
－
表

現
」
を
対
置
す
る
と
ら
え
方
を
脱
却
し
、
「
書
く
こ
と
」
と
「
読
む
こ
と
」
と
が
一
体

と
な
っ
た
、
総
体
と
し
て
の
言
語
表
現
活
動
の
指
導
手
法
と
し
て
と
ら
え
な
お
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
。

　
青
木
氏
は
こ
の
書
で
、
「
第
一
の
書
く
」
（
習
字
）
と
「
第
二
の
書
く
」
　
（
作
文
）

の
い
ず
れ
に
も
収
ま
り
き
ら
な
い
「
書
く
こ
と
」
の
指
導
分
野
が
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
、
こ
れ
に
「
第
三
の
書
く
」
と
い
う
名
づ
け
を
行
っ
た
う
え
で
こ
れ
を
国
語
科
の

指
導
分
野
と
し
て
定
位
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
書
で
あ
げ
ら
れ
て

い
る
「
第
三
の
書
く
」
の
具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
視

写
、
メ
モ
、
聴
写
、
筆
答
、
書
抜
き
、
書
込
み
、
書
足
し
、
書
広
げ
、
書
替
え
、
書

き
ま
と
め
、
寸
感
・
寸
評
・
図
式
化
、
そ
の
他
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
総
合
し
た
授
業

展
開
の
試
み
と
し
て
青
木
氏
は
「
書
替
え
」
に
よ
る
実
践
例
を
多
数
紹
介
し
、
今
目

一
般
に
広
く
見
ら
れ
る
、
「
発
問
－
応
答
」
型
、
あ
る
い
は
「
読
書
感
想
文
型
」
の

授
業
と
対
比
し
て
そ
の
意
義
を
次
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
。

　
　
そ
こ
（
旧
型
の
授
業
－
引
用
者
注
）
で
読
む
こ
と
を
学
ぶ
子
ど
も
た
ち
は
、
常
に
「
読

　
み
手
」
な
の
で
す
。
「
感
想
を
書
く
」
「
作
者
や
登
場
人
物
に
手
紙
を
書
く
」
な
ど
と
い
う
、

　
学
習
も
、
読
み
手
の
位
置
、
読
み
手
の
姿
勢
、
読
み
手
の
意
識
で
書
い
て
い
ま
す
。

　
　
「
書
替
え
」
は
、
「
読
み
手
」
か
ら
「
書
き
手
」
へ
百
八
十
度
の
転
回
を
い
う
発
想
で

　
す
。
子
ど
も
が
教
材
文
の
書
き
手
に
な
る
の
で
す
。
（
同
書
二
一
六
頁
）

　
　
こ
の
種
の
教
材
文
（
い
わ
ゆ
る
説
明
的
文
章
教
材
　
　
引
用
者
注
）
に
対
応
す
る
読
み
手

　
は
、
「
な
る
ほ
ど
」
「
そ
う
い
う
わ
げ
で
す
か
」
「
わ
か
り
ま
し
た
」
と
い
う
よ
う
な
受
身
の

　
姿
勢
で
読
む
こ
と
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
読
み
の
姿
勢
、
こ
れ
は
こ

　
れ
で
大
切
と
は
思
い
ま
す
が
、
読
み
す
す
め
た
段
階
で
は
、
こ
の
受
身
の
読
み
手
か
ら
一
転

　
し
て
、
書
き
手
側
に
回
っ
た
説
明
者
に
な
る
、
そ
う
い
う
学
習
指
導
を
試
み
て
は
ど
う
で
し

　
ょ
う
。
（
同
書
ニ
ハ
七
～
一
六
八
頁
）

　
　
　
「
白
転
車
の
歴
史
」
（
G
杜
四
年
上
）
と
い
う
説
明
的
な
文
章
が
あ
り
ま
す
。

　
　
題
名
の
通
り
、
自
転
車
の
発
達
が
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
発
達
の
順
序
に
従
っ
て

　
読
む
こ
と
は
ど
の
教
室
で
も
行
わ
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
　
わ
た
し
は
、
一
通
り
こ
の
よ
う
な
学
習
の
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
子
ど
も
た
ち
を
読
み
手

　
の
立
場
か
ら
話
し
手
、
「
自
転
車
の
歴
史
」
の
解
説
者
に
さ
せ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
　
そ
の
場
合
こ
の
文
章
、
こ
の
記
述
内
容
を
、
家
族
（
父
母
、
弟
妹
な
ど
）
に
話
す
と
い
う

　
よ
う
な
設
定
に
し
て
み
ま
す
。

　
　
話
す
と
な
る
と
、
教
材
文
の
理
解
が
十
分
に
い
き
と
ど
い
て
い
な
げ
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。

　
特
に
白
転
車
の
進
歩
過
程
に
お
げ
る
、
工
夫
、
発
明
の
ポ
イ
ソ
ト
が
、
よ
く
わ
か
っ
て
い
な

　
い
と
聞
き
手
を
納
得
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。

　
　
と
な
る
と
、
教
材
文
を
前
に
置
い
て
、
自
分
だ
け
わ
か
る
、
わ
か
っ
た
と
い
う
読
み
方
で

　
は
不
充
分
で
す
し
、
不
安
で
す
。
語
り
手
の
立
場
で
読
み
直
し
、
読
み
深
め
な
げ
れ
ぱ
な
り

　
ま
せ
ん
。
（
同
書
ニ
ハ
八
頁
）

　
右
の
引
用
部
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
青
木
幹
勇
氏
は
文
章
理
解
と
い
う
営
み
を
、
読

者
が
読
み
手
の
立
場
に
止
ま
っ
て
い
る
限
り
は
十
全
に
は
完
遂
さ
れ
ず
、
読
み
手
か

ら
書
き
手
の
立
場
に
転
回
し
た
と
き
に
果
た
さ
れ
る
も
の
と
し
て
と
ら
え
て
お
り
、

そ
の
よ
う
な
性
格
を
も
つ
文
章
理
解
の
指
導
手
法
と
し
て
「
書
替
え
」
に
よ
る
授
業

実
践
が
創
案
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
言
語
表
現
の
理
解
と
い
う
営
み
を
青
木
氏
と
同
じ
よ
う
に
と
ら
え
る
考
え
方
は
塚

原
鉄
雄
氏
の
表
現
論
に
お
い
て
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
塚
原
鉄
雄
氏
は
「
国
語
教

育
と
作
文
指
導
　
　
表
現
機
構
に
立
脚
す
る
表
現
指
導
　
　
」
と
い
う
論
文
の
中
で

次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

　
　
言
語
表
現
は
、
表
出
主
体
に
よ
る
表
出
行
動
と
、
受
容
主
体
に
よ
る
受
容
行
動
と
に
、
分

　
析
し
て
二
分
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
二
種
の
行
動
は
、
分
析
し
う
る
と
い



3

　
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
分
離
し
う
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

　
　
言
語
表
現
の
表
出
行
動
は
、
想
定
さ
れ
る
受
容
行
動
を
前
提
と
し
て
成
立
す
る
。
そ
し
て
、

　
言
語
表
現
の
受
容
行
動
は
、
想
定
さ
れ
る
表
出
行
動
を
前
提
と
し
て
成
立
す
る
。
（
二
九
頁
）

と
す
る
立
場
、
即
ち

　
　
書
く
こ
と
は
、
読
む
こ
と
を
前
提
と
し
て
成
立
し
、
ま
た
、
読
む
こ
と
は
、
書
く
こ
と
を

　
前
提
と
し
て
成
立
す
る
。
（
二
九
頁
）

と
す
る
立
場
か
ら

　
　
理
解
と
は
、
表
出
主
体
に
と
っ
て
、
想
定
さ
れ
る
受
容
主
体
の
観
点
に
立
脚
し
、
表
現
行

　
動
と
し
て
の
表
出
行
動
を
客
観
的
に
遂
行
す
る
た
め
の
制
御
操
作
で
あ
る
。
そ
し
て
、
受
容

　
主
体
に
と
っ
て
、
想
定
さ
れ
る
表
出
主
体
の
観
点
に
立
脚
し
表
現
行
動
と
し
て
の
受
容
行
動

　
を
客
観
的
に
維
持
す
る
た
め
の
確
認
操
作
で
あ
る
。
（
三
∩
）
頁
）

と
定
義
し
、

　
　
言
語
行
動
の
表
現
構
造
を
、
こ
の
よ
う
に
規
定
し
、
こ
の
よ
う
に
認
識
す
る
な
ら
ば
、
国

　
語
教
育
に
お
け
る
作
文
指
導
は
、
読
解
指
導
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
読
解
指
導
は
、
作
文

　
指
導
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
読
解
指
導
か
ら
分
立
し
た
作
文
指
導
は
、
作
文
指
導
に
は
な

　
り
え
な
い
。
作
文
指
導
か
ら
分
立
し
た
読
解
指
導
は
、
読
解
指
導
に
は
な
り
え
な
い
。
　
（
三

　
一
頁
）

と
述
べ
て
い
る
。

　
即
ち
塚
原
氏
は
理
解
を
表
現
の
概
念
に
包
摂
さ
れ
る
概
念
と
し
て
把
握
す
る
の
で

あ
る
。
こ
の
立
場
に
立
て
は
、
表
現
と
理
解
を
対
置
す
る
一
般
的
通
念
　
　
現
行
の

指
導
要
領
は
こ
の
通
念
の
上
に
成
立
し
て
い
る
　
　
は
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
青
木
氏
が
『
第
三
の
書
く
』
に
お
い
て
提
言
し
、
実
践
例
を
添
え
て
説
い
て
い
る

指
導
方
法
は
、
右
、
塚
原
氏
の
把
握
す
る
よ
う
塗
言
語
表
現
観
に
対
応
す
る
指
導
方

法
で
あ
る
と
言
っ
て
良
い
。
塚
原
氏
の
見
解
は
青
木
氏
の
実
践
に
埋
論
的
根
拠
を
与

え
る
も
の
で
あ
り
、
青
木
氏
の
実
践
は
塚
原
氏
の
理
論
を
国
語
教
育
の
現
場
に
適
応

的
に
展
開
す
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
青
木
氏
は
現
在
一
般
に
広
，
＼

「
書
く
こ
と
」
を
と
り
入
れ
た
文
章
理
解
の
学
習
指
導
（
田
中
・
岡
）

行
わ
れ
て
い
る
「
発
問
－
応
答
」
型
の
授
業
を
否
定
す
る
。
そ
の
よ
う
な
授
業
は
表
現

と
理
解
と
を
対
置
し
て
と
ら
え
至
胃
語
表
現
観
、
　
現
行
の
学
習
指
導
要
領
が
の
っ

と
っ
て
い
る
言
語
表
現
観
　
　
を
基
礎
に
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
こ
れ
は
当
然

の
帰
結
で
あ
っ
た
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
青
木
氏
は
今
の
と
こ
ろ
主
と
し
て
文
章

理
解
の
側
に
光
を
あ
て
て
そ
の
指
導
方
法
を
開
拓
し
て
来
て
い
る
が
、
こ
の
立
場
の

あ
り
よ
う
を
考
え
れ
ぼ
そ
の
方
法
は
同
時
に
文
章
表
現
の
営
み
に
も
即
し
て
い
る
は

ず
で
あ
る
。
た
と
え
ば
先
の
『
第
三
の
書
く
』
か
ら
の
引
用
部
分
に
関
し
て
言
え
ば

「
自
転
車
の
歴
史
」
を
家
族
（
父
母
、
弟
妹
な
ど
）
に
話
す
と
い
う
設
定
で
児
童
を

表
現
者
の
立
場
に
立
た
せ
た
場
合
、
児
童
は
聞
き
手
の
納
得
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
表

現
活
動
を
統
御
す
る
た
め
に
1
、
再
び
理
解
者
の
立
場
に
立
っ
て
叙
述
（
説
明
）
を
学
び

な
お
し
、
わ
か
り
や
す
い
説
明
方
法
を
工
夫
す
る
と
い
う
活
動
に
向
か
わ
ざ
る
を
得

な
い
。
即
ち
作
文
指
導
を
す
す
め
る
こ
と
が
読
解
指
導
を
す
す
め
る
こ
と
に
つ
た
が

る
。
開
拓
さ
れ
る
べ
き
は
そ
の
間
の
実
践
的
連
繋
の
あ
り
よ
う
に
他
た
ら
な
い
。
氏

の
指
導
さ
れ
た
「
和
井
内
貞
行
の
伝
記
を
書
く
」
と
い
う
授
業
で
は
、
本
文
を
一
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

切
り
視
写
し
た
あ
と
に
「
読
み
手
の
立
場
に
た
っ
て
の
コ
メ
ン
ト
（
感
想
、
意
見
、

主
人
公
に
話
」
た
い
こ
と
な
ど
）
を
書
く
L
と
い
う
作
業
が
指
示
さ
れ
て
い
た
。

（
『
第
三
の
書
く
』
一
八
一
頁
）
こ
れ
な
ど
は
書
く
行
為
を
遂
行
す
る
う
え
で
読
み
手

の
立
場
に
も
ど
る
こ
と
の
必
要
性
を
教
え
る
巧
み
な
方
法
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が

で
き
よ
う
。

　
以
上
、
「
書
く
こ
と
」
を
と
り
入
れ
た
文
章
理
解
の
学
習
指
導
を
め
ぐ
っ
て
、
芦

田
恵
之
助
、
青
木
幹
勇
、
塚
原
鉄
雄
三
氏
の
研
究
に
つ
い
て
考
察
L
た
。
筆
者
ら
両

名
は
こ
こ
に
，
示
さ
れ
て
い
る
研
究
の
方
向
が
今
後
さ
ら
に
検
証
さ
れ
て
行
く
に
価
す

る
も
の
で
あ
る
と
考
え
、
若
干
の
理
論
的
検
討
と
そ
れ
を
具
現
す
る
た
め
の
授
業
手



「
書
く
こ
と
」
を
と
り
入
れ
た
文
章
理
解
の
学
習
指
導
（
田
中
・
岡
）

法
の
開
発
を
試
み
る
こ
と
と
し
た
。
本
稿
で
は
青
木
氏
が
そ
の
実
践
の
基
礎
に
お
い

て
い
る
「
視
写
」
作
業
に
注
目
し
、
教
材
文
に
即
し
た
「
本
づ
く
り
」
の
活
動
を
軸

と
し
て
授
業
の
構
想
と
そ
の
実
践
を
試
み
、
こ
の
手
法
の
有
効
性
に
，
つ
い
て
検
証
し

て
み
る
こ
と
と
す
る
。

）1（）2（）3（）4（）5（
注　

拙
稿
「
香
西
松
聲
著
『
和
文
階
梯
』
（
翻
刻
と
解
説
）
　
　
明
治
十
五
年
に
松
江
中
学
校
で

　
使
用
さ
れ
た
和
文
教
科
書
　
　
」
（
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
第
十
二
巻
、
教
育
科
学
編
、

　
所
収
）
に
お
い
て
も
そ
の
よ
う
な
実
践
の
一
端
に
つ
き
考
察
し
た
。

　
一
例
を
あ
げ
れ
ば
井
上
敏
夫
氏
は
『
青
木
幹
勇
授
業
技
術
集
成
②
。
書
き
な
が
ら
読
む
』

　
（
昭
和
五
十
一
年
明
治
図
書
刊
）
巻
末
の
解
説
で
「
芦
田
教
式
の
七
変
化
と
い
わ
れ
る
指

導
過
程
に
お
い
て
、
第
四
段
階
の
「
か
く
」
は
、
芦
田
式
教
法
を
特
色
づ
げ
る
重
要
な
読

解
指
導
の
一
段
階
で
あ
る
。
L
（
二
九
三
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
他
に
早
く
、
勝
都
謙
造
、

波
多
野
完
治
氏
ら
に
「
か
く
」
段
階
を
最
重
要
視
す
る
見
解
が
見
え
る
こ
と
、
野
地
潤
家

氏
の
『
芦
田
恵
之
助
研
究
』
（
昭
和
五
十
八
年
明
治
図
書
刊
）
等
に
詳
し
い
。

芦
田
氏
自
身
の
授
業
に
お
い
て
は
、
こ
こ
は
教
師
に
よ
っ
て
教
材
文
か
ら
選
ぱ
れ
摘
記
さ

れ
た
重
要
語
句
を
児
童
に
視
写
さ
せ
る
形
で
展
開
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
が
、
芦
田

氏
門
下
の
沖
垣
寛
氏
ら
の
授
業
で
は
こ
こ
に
全
文
視
写
な
ど
を
と
り
入
れ
る
こ
と
も
あ
っ

た
よ
う
で
、
沖
垣
氏
は
「
教
式
」
の
こ
の
段
階
の
実
際
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
解
説
し
て

　
い
る
。
「
そ
の
全
文
を
書
く
か
、
重
要
部
分
を
書
く
か
、
重
要
語
句
を
書
く
か
と
い
う
こ

と
は
、
学
年
に
よ
り
、
教
材
に
よ
り
、
取
扱
の
着
眼
に
よ
っ
て
異
る
」
（
沖
垣
寛
『
人
、

教
育
、
学
校
経
営
』
、
昭
和
八
年
同
志
同
行
杜
刊
－
野
地
潤
家
氏
著
「
芦
田
恵
之
助
研

究
」
ω
一
〇
八
頁
よ
り
引
用
）

す
で
に
青
木
幹
勇
著
『
間
題
を
も
ち
な
が
ら
読
む
』
（
昭
和
三
十
九
年
、
明
治
図
書
刊
）
が

公
刊
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
氏
の
代
表
著
作
と
目
さ
れ
て
い
た
。

　
「
表
現
研
究
」
第
二
七
号
（
昭
和
五
十
三
年
三
月
刊
）
二
六
頁
～
三
一
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
文
責
　
田
中
）

二
、
教
材
「
は
る
か
ぜ
の
た
い
こ
」

は
じ
め
に

の
場
合

　
昭
和
六
十
二
年
二
月
二
十
五
目
か
ら
三
月
三
目
ま
で
、
島
根
大
学
教
育
学
部
附
属

小
学
校
一
年
一
組
に
お
い
て
、
安
房
直
子
作
「
は
る
か
ぜ
の
た
い
こ
」
　
（
東
京
書
籍

版
小
学
校
用
国
語
科
教
科
書
一
年
下
巻
所
収
）
を
教
材
と
し
た
連
続
五
時
問
の
国
語

科
授
業
研
究
が
行
わ
れ
た
。
授
業
者
は
同
校
の
大
畑
俊
正
教
諭
。
全
授
業
記
録
（
抽

出
児
に
つ
い
て
の
行
動
の
詳
細
な
観
察
記
録
を
含
む
）
は
「
実
践
記
録
集
」
に
、
又
、

授
業
の
分
析
、
研
究
は
「
授
業
分
析
集
」
及
び
「
研
究
紀
要
一
九
八
七
年
版
」
に
ま

と
め
ら
れ
同
校
か
ら
公
刊
さ
れ
た
他
、
同
年
六
月
十
八
目
、
同
校
の
第
三
十
五
回
研

究
発
表
協
議
会
で
大
畑
教
諭
に
よ
っ
て
口
頭
発
表
さ
れ
た
。

　
筆
者
は
こ
の
五
時
問
の
授
業
を
参
観
し
、
毎
授
業
後
に
持
た
れ
た
授
業
老
及
び
同

校
国
語
部
教
官
と
の
討
論
に
参
加
し
た
。
そ
の
過
程
で
文
学
作
品
を
教
材
と
し
て
行

わ
れ
る
国
語
科
の
授
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
多
く
あ
っ

た
。
こ
こ
で
は
そ
の
よ
う
な
経
緯
の
中
で
筆
者
が
抱
い
た
国
語
科
の
構
想
の
一
端
を

教
材
研
究
の
形
で
提
示
し
て
み
た
い
。
授
業
対
象
と
し
て
は
一
応
小
学
校
二
年
生
程

度
を
考
え
て
い
る
。
こ
こ
で
「
文
学
作
品
を
教
材
と
し
て
行
わ
れ
る
国
語
科
の
授

業
」
と
言
い
、
「
文
学
教
育
」
と
言
わ
な
い
の
は
、
文
学
作
品
を
国
語
科
の
教
材
と

し
て
利
用
し
て
ど
ん
塗
言
葉
の
力
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
か
、
そ
の
た
め
に
ど
ん
た

授
業
方
法
が
考
え
ら
れ
る
か
と
い
っ
た
方
面
に
関
心
を
集
中
さ
せ
て
お
き
た
い
た
め

で
あ
る
。
提
案
の
骨
子
は
筆
者
が
こ
の
研
究
授
業
の
参
観
に
あ
た
っ
て
自
分
な
り
に

用
意
し
て
臨
ん
だ
授
業
展
開
の
構
想
案
で
あ
り
、
　
い
わ
ぼ
机
上
プ
ラ
ン
に
止
ま
る

が
、
大
畑
氏
が
右
の
授
業
で
展
開
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
の
ア
ィ
デ
ァ
や
、
そ
の
と
き
ど
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き
の
児
童
の
反
応
に
教
え
ら
れ
、
そ
れ
ら
を
と
り
入
れ
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ

る
。
筆
者
は
こ
れ
に
も
と
づ
い
た
模
擬
授
業
を
、
大
学
で
担
当
し
て
い
る
講
義
の
中

で
大
学
生
対
象
に
試
み
た
り
、
小
学
校
現
職
教
員
の
集
団
を
対
象
に
試
み
た
り
し

て
、
で
き
る
だ
け
実
践
上
の
効
果
や
問
題
点
に
配
慮
す
る
こ
と
に
努
め
て
来
た
が
未

だ
小
学
生
を
対
象
と
す
る
実
際
の
授
業
で
確
か
め
る
機
会
は
得
て
い
た
い
。
こ
こ
で

教
材
研
究
の
形
で
提
案
す
る
目
的
は
実
践
現
場
へ
の
適
用
の
可
否
を
問
う
こ
と
よ
り

も
、
筆
者
の
考
え
る
国
語
科
の
構
想
の
一
端
を
で
き
る
だ
け
具
体
的
な
形
で
提
示

し
、
そ
れ
を
通
し
て
国
語
科
の
あ
り
方
に
つ
い
て
批
判
的
な
褒
言
を
試
み
る
こ
と
に

あ
る
。

　
　
　
○
第
一
時
の
展
開
計
画
と
そ
の
意
図

　
第
一
時
の
展
開
計
画

教
師
の
指
導
と
指
導
上
の
留
意
点

目
標
1
1
作
品
の
世
界
に
浸
る
こ
と
が

　
　
　
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

1
「
は
る
か
ぜ
の
た
い
こ
」
の
ス
ト

　
ー
リ
ー
テ
リ
ソ
グ
を
す
る
。

　
・
「
今
目
は
お
話
を
し
て
あ
げ
ま

　
　
し
よ
う
」

　
・
テ
キ
ス
ト
を
見
な
い
で
児
童
と

　
　
正
対
し
て
語
る
こ
と
が
望
ま
し

　
　
い
。

2
語
り
終
っ
た
あ
と
の
話
し
合
い
を

　
導
く
。

児
童
の

学
習
活
動

め
あ
て
1
1
お
話
を
聞
き
ま
し
ょ
う
。

ω
面
白
い
勉
強
だ
ぞ
と
い
う
期
待
感

　
を
持
つ
。

　
作
品
の
世
界
に
聞
き
浸
る
。

②
聞
き
終
っ
て
し
ぼ
ら
く
余
韻
を
楽

　
し
む
。

　
印
象
に
残
っ
て
い
る
場
面
や
出
来

　
事
、
登
場
人
物
な
ど
を
話
題
と
し

　
て
発
言
し
た
り
、
他
の
児
童
の
発

　
言
を
聞
い
た
り
す
る
。

「
書
く
こ
と
」
を
と
り
入
れ
た
文
章
理
解
の
学
習
指
導
（
田
中
・
岡
）

　
・
つ
ぶ
や
き
や
発
言
が
児
童
の
方

　
　
か
ら
自
然
に
出
る
こ
と
を
期
待

　
　
す
る
が
、
何
も
出
な
い
と
き
は

　
　
「
面
白
か
っ
た
？
」
　
「
何
が
出

　
　
て
来
た
か
ね
」
と
発
間
し
て
発

　
　
言
を
誘
う
。

3
「
は
る
か
ぜ
の
た
い
こ
」
の
本
の

　
読
み
聞
か
せ
を
す
る
。

　
。
「
先
生
は
こ
の
お
話
の
本
を
持

　
　
っ
て
い
る
よ
O
も
う
い
っ
ぺ
ん

　
　
読
ん
で
あ
げ
る
ね
」

　
・
読
み
終
っ
た
ら
「
お
し
ま
い
」

　
　
と
言
っ
て
本
を
閉
じ
て
み
せ

　
　
る
。

4
読
み
終
っ
た
あ
と
の
話
し
合
い
を

　
導
く
。

　
・
こ
の
場
合
も
自
然
な
反
応
を
待

　
　
ち
た
い
が
、
反
応
が
乏
し
い
と

　
　
き
は
「
ど
ん
た
お
話
だ
っ
た
？

　
　
」
　
「
そ
れ
か
ら
？
」
　
「
そ
の
前

　
　
に
う
さ
ぎ
が
何
か
し
た
で
し
ょ

　
　
う
」
と
発
問
し
て
発
言
を
誘

　
　
う
0

5
作
品
の
題
を
考
え
さ
せ
る
。

　
・
「
面
白
い
お
話
で
し
た
ね
。
こ

　
　
の
お
話
、
何
と
い
う
題
だ
と
思

　
※
こ
こ
で
の
児
童
の
反
応
は
ス
ト

　
　
ー
リ
ー
の
展
開
を
追
う
よ
り
も

　
　
部
分
的
な
イ
メ
ー
ジ
の
想
起
が

　
　
中
心
と
な
ろ
う
。
即
ち
「
何
が

　
　
書
い
て
あ
っ
た
か
」
に
関
心
を

　
　
寄
せ
た
読
み
と
な
る
で
あ
ろ
う

③
反
復
し
て
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
作

　
品
の
世
界
を
い
っ
そ
う
鮮
明
に
描

　
き
な
が
ら
聞
き
浸
る
。

　
。
「
読
書
」
行
為
の
イ
メ
ー
ジ
を

　
　
与
え
ら
れ
る
。

ω
こ
こ
で
の
児
童
の
反
応
は
「
～
が

　
～
を
し
た
」
そ
れ
か
ら
「
～
が
～

　
を
し
た
」
な
ど
、
登
場
人
物
の
行

　
為
を
事
件
の
展
開
を
追
っ
て
想
起

　
し
た
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
又

　
そ
の
よ
う
に
導
き
た
い
。
即
ち

　
「
そ
れ
か
ら
ど
う
し
た
」
に
関
心

　
を
寄
せ
た
読
み
と
な
る
こ
と
を
期

　
待
す
る
。

㈲
児
童
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
で
作
品
の

　
題
を
考
え
る
こ
と
で
こ
こ
ま
で
に

　
受
容
し
た
物
語
世
界
を
ひ
と
ま
と

　
ま
り
の
全
体
像
と
し
て
と
ら
え
る
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岡
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6

　
　
う
？
L

　
。
い
ろ
い
ろ
発
言
さ
せ
、
す
べ
て

　
　
を
認
め
る
。
最
終
的
に
は
教
師

　
　
が
原
題
を
与
え
る
。
そ
れ
を
聞

　
　
い
て
「
な
る
ほ
ど
」
と
感
ず
る

　
　
こ
と
を
期
待
す
る
。

6
ワ
ー
ク
ノ
ー
ト
を
配
布
し
表
紙
を

　
書
か
せ
る
。

　
・
「
先
生
は
ね
、
み
ん
な
に
こ
の

　
　
お
話
の
本
を
作
っ
て
も
ら
お
う

　
　
と
思
っ
て
こ
ん
な
の
を
こ
し
ら

　
　
え
て
来
ま
し
た
。
み
ん
な
に
あ

　
　
げ
ま
す
か
ら
一
人
ず
っ
取
り
に

　
　
い
ら
つ
し
や
い
」

　
　
　
取
り
に
出
さ
せ
る
こ
と
で
学

　
　
習
に
変
化
を
つ
げ
、
教
師
に
親

　
　
し
み
を
持
た
せ
る
。

　
・
「
表
紙
に
題
を
書
き
ま
し
ょ
う
」

　
　
「
先
生
も
黒
板
に
書
く
か
ら
み

　
　
ん
な
も
先
生
と
い
っ
し
ょ
に
書

　
く
の
で
す
よ
」

　
・
児
童
と
ほ
ぼ
同
時
に
書
き
終
る

　
　
よ
う
に
す
る
。

　
・
こ
の
視
写
活
動
が
以
下
の
授
業

　
展
開
の
中
心
手
法
と
た
る
の
で

　
　
こ
こ
で
そ
の
練
習
を
す
る
。

こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

※
「
作
品
の
全
体
を
ひ
と
ま
と
ま

　
り
と
し
て
と
ら
え
る
読
み
」
を

　
ね
ら
う
。

め
あ
て
1
1
「
は
る
か
ぜ
の
た
い
こ
」

　
の
本
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

　
・
学
習
活
動
へ
の
意
欲
と
期
待
感

　
　
を
持
つ
。

。
表
紙
に
題
を
視
写
す
る
。

教
師
が
音
読
し
な
が
ら
黒
板
に

書
く
の
を
見
て
児
童
も
微
音
読

　
し
な
が
ら
書
く
。
　
（
以
下
本
章

　
で
は
こ
の
活
動
を
「
視
写
」
と

呼
ぶ
）

・
一
文
字
ず
つ
の
視
写
で
な
く
、

単
語
及
至
文
節
単
位
の
視
写
力

を
育
て
て
お
く
。

・
教
師
と
ほ
父
同
時
に
書
き
終
る

よ
う
に
視
写
力
を
育
て
る
。

。
表
紙
に
。
絵
を
描
ぎ
た
が
る
児
童

が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
こ
の

時
点
で
は
描
か
せ
な
い
。

「
さ
あ
書
け
た
。
読
ん
で
み
ま

し
ょ
う
」
「
”
あ
わ
な
お
こ
〃
っ

て
何
で
し
ょ
う
」
　
「
左
に
自
分

の
名
前
を
書
き
な
さ
い
」

。
書
き
あ
げ
た
表
紙
を
読
み
、
そ

れ
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

。
「
早
く
勉
強
し
た
い
」
な
ど
の

発
言
が
あ
ろ
う
。
明
目
か
ら
の

授
業
へ
の
期
待
感
を
持
た
せ
て

終
る
。

ワ
ー
ク
ノ
ー
ト
（
表
紙
）

枠
内
を
視
写
さ
せ
る

お
は
な
しは

一
る
■
ぜ
二
た
二
こ

あ
わ
な
お
こ

一
年
一
組

　
「
め
あ
て
」
と
「
目
標
」

　
右
の
展
開
計
画
の
表
で
は
「
め
あ
て
」
と
い
う
用
語
と
「
目
標
」
と
い
う
用
語
と

を
区
別
し
て
用
い
て
い
る
。
「
め
あ
て
」
と
は
児
童
に
と
っ
て
わ
か
り
や
す
く
魅
力

的
な
形
で
提
示
さ
れ
る
、
学
習
の
た
め
の
ひ
と
ま
と
ま
り
の
活
動
指
示
で
あ
っ
て
、

一
単
位
時
間
に
一
及
至
二
示
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
一
般
に
授
業
で
は
大
小
さ

ま
ざ
ま
の
活
動
指
示
が
な
さ
れ
る
が
、
「
め
あ
て
」
と
し
て
提
示
さ
れ
る
も
の
は
児

童
が
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
に
そ
れ
よ
り
下
位
の
諸
活
動
を
順
次
踏
ん
で
そ
こ
に
到
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達
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
性
格
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
下
位

の
活
動
群
を
統
御
す
る
上
位
の
活
動
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ど
の
程
度
上
位
の
も
の

を
「
め
あ
て
」
と
し
て
提
示
す
る
か
は
、
児
童
の
発
達
段
階
や
興
味
、
授
業
の
諸
条

件
や
教
材
の
性
質
な
ど
に
よ
っ
て
定
ま
っ
て
来
よ
う
。
下
位
の
活
動
の
一
々
に
つ
い

て
は
今
の
と
こ
ろ
名
づ
げ
を
行
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
「
目
標
」
は
教
師
の

立
場
か
ら
と
ら
え
ら
れ
た
教
科
内
容
で
あ
っ
て
、
児
童
が
右
の
諸
活
動
を
遂
行
す
る

過
程
で
身
に
つ
け
、
習
熟
し
て
行
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
主
要
な
言
語
能
力
を
分
節

し
て
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
読
み
の
層
序

　
こ
の
授
業
で
は
作
品
の
語
り
聞
か
せ
か
ら
入
る
こ
と
と
し
、
冒
頭
、
作
品
と
出
合

う
段
階
に
、
1
「
何
が
書
い
て
あ
っ
た
か
」
と
い
う
こ
と
に
。
関
心
を
寄
せ
た
読
み
（

物
語
叙
述
中
の
「
部
分
」
1
多
く
の
場
合
前
後
の
叙
述
と
の
有
機
的
な
つ
な
が
り
を

捨
象
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
1
に
目
を
向
け
た
読
み
）
1
↓
2
「
そ
れ
か
ら
ど
う

し
た
」
と
い
う
こ
と
に
関
心
を
寄
せ
た
読
み
（
物
語
の
展
開
に
目
を
向
け
た
読
み
）

1
↓
3
作
品
世
界
の
全
体
を
ひ
と
ま
と
ま
り
と
し
て
と
ら
え
る
読
み
、
の
三
つ
の
層

序
を
予
想
し
て
い
る
。
さ
し
絵
っ
き
の
教
科
書
本
文
は
授
業
終
了
ま
で
提
示
し
な

い
。
後
に
も
ふ
れ
る
よ
う
に
こ
の
作
品
を
採
用
し
て
い
る
教
科
書
の
現
行
の
さ
し
絵

の
中
に
叙
述
の
理
解
と
適
合
し
な
い
部
分
が
あ
る
と
い
う
こ
と
の
他
に
、
こ
の
授
業

で
は
さ
し
絵
に
頼
ら
ず
言
語
表
現
の
み
に
よ
っ
て
作
品
世
界
を
受
容
し
て
行
く
経
験

を
与
え
た
い
た
め
で
あ
る
。

　
大
畑
氏
の
授
業
の
場
合
は
、
は
じ
め
に
さ
し
絵
つ
き
の
教
科
書
本
文
を
複
写
し
て

配
布
し
、
教
師
が
読
み
聞
か
せ
た
の
ち
、
「
ど
ん
な
お
話
だ
っ
た
か
ね
え
」
と
発
問

し
た
。
す
ぐ
に
は
反
応
の
発
言
が
な
く
、
続
い
て
教
師
が
「
何
か
見
っ
け
た
こ
と
で

「
書
く
こ
と
」
を
と
り
入
れ
た
文
章
理
解
の
学
習
指
導
（
田
中
・
岡
）

も
い
い
よ
。
こ
ん
な
こ
と
が
面
白
か
っ
た
な
あ
と
か
、
不
思
議
な
こ
と
で
も
い
い
ね
L

と
補
助
発
問
を
し
た
結
果
、
「
な
ん
で
太
鼓
を
叩
い
た
ら
暖
か
く
な
る
か
」
と
か
「
『
耳

を
ぴ
く
ぴ
く
さ
せ
ま
し
た
』
の
と
こ
ろ
が
面
白
か
っ
た
」
と
か
の
発
言
が
見
ら
れ

た
。
い
ず
れ
も
物
語
の
展
開
を
追
っ
た
反
応
で
は
な
く
、
叙
述
の
「
部
分
」
に
対
す

る
反
応
で
あ
っ
た
。
文
章
理
解
が
浅
い
問
は
文
章
の
部
分
に
。
目
が
行
っ
て
全
体
像
が

と
ら
え
に
く
い
の
は
成
人
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
が
、
低
学
年
の
読
み
の
指
導
の
中

心
作
業
の
一
つ
は
、
部
分
に
し
か
目
の
行
っ
て
い
な
い
読
み
を
、
全
体
を
見
通
す
読

み
に
高
め
て
行
く
こ
と
に
あ
る
。

　
こ
の
時
間
の
4
で
は
登
場
人
物
の
行
為
に
注
目
し
そ
れ
が
生
起
し
た
時
間
的
な
前

後
関
係
の
理
解
を
整
序
す
る
こ
と
を
通
し
て
物
語
の
骨
格
を
と
ら
え
さ
せ
る
こ
と
を
一

ね
ら
い
と
す
る
。
口
語
り
の
伝
承
昔
話
の
場
合
は
登
場
人
物
の
行
為
を
語
り
重
ね
る

こ
と
に
よ
っ
て
物
語
が
構
成
さ
れ
て
お
り
、
背
景
描
写
（
自
然
描
写
）
や
心
理
描
写

が
見
ら
れ
な
い
。
人
物
は
心
理
的
陰
影
を
持
た
な
い
も
の
と
し
て
造
型
さ
れ
る
の
で

物
語
の
展
開
に
応
じ
て
人
物
が
心
理
的
に
変
容
・
成
長
す
る
と
い
っ
た
こ
と
も
な
い

の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
民
話
作
品
」
が
小
学
校
低
学
年
の
国
語
科
の
文
章
理
解
指

導
の
教
材
と
し
て
有
用
な
の
は
右
の
よ
う
な
口
語
り
の
昔
話
の
特
徴
を
生
か
し
て
再

話
さ
れ
て
い
る
点
に
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
作
品
「
は
る
か
ぜ
の
た

い
こ
」
は
い
わ
ゆ
る
「
民
話
作
品
」
と
異
り
、
背
景
描
写
（
自
然
描
写
）
も
あ
れ
ば

心
理
描
写
も
あ
り
、
人
物
の
心
理
的
変
容
も
描
か
れ
て
い
る
。
従
っ
て
こ
の
作
品
の

受
容
に
は
伝
承
昔
話
や
い
わ
ゆ
る
「
民
話
作
品
」
の
受
容
に
比
べ
て
は
る
か
に
高
次

の
思
考
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
こ
の
点
を
考
慮
す
れ
ば
こ
の
教
材
は
小
学
校

一
年
用
と
し
て
は
や
や
高
度
で
あ
る
と
言
え
る
）
が
、
第
一
時
の
こ
の
段
階
で
は
当

然
そ
こ
ま
で
の
読
み
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
児
童
た
ち
の
既
得
の
読
み
の
レ
ベ

ル
、
即
ち
「
そ
れ
か
ら
ど
う
し
た
？
」
と
、
登
場
人
物
の
行
為
を
た
ど
る
レ
ベ
ル
に
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「
書
く
こ
と
」
を
と
り
入
れ
た
文
章
理
解
の
学
習
指
導
（
田
中
・
岡
）

お
い
て
こ
の
物
語
の
展
開
が
と
ら
え
ら
れ
れ
ぼ
良
し
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
5
で
は
右
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
と
ら
え
ら
れ
た
物
語
の
全
体
像
を
対
象
化
す
る
こ

と
を
求
め
て
い
る
。
従
っ
て
題
名
と
し
て
原
題
と
同
じ
も
の
が
出
る
こ
と
は
期
待
し

て
い
な
い
。
物
語
を
読
む
行
為
を
、
物
語
世
界
に
没
入
し
て
そ
こ
に
生
き
る
経
験

と
、
そ
の
世
界
を
外
か
ら
と
ら
え
る
経
験
と
に
二
分
す
れ
ぼ
、
こ
こ
で
ね
ら
う
の
は

後
者
で
あ
る
。

　
6
の
「
め
あ
て
」
「
『
は
る
か
ぜ
の
た
い
こ
』
の
本
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
」
は
、
以

下
第
五
時
ま
で
を
覆
う
大
き
な
活
動
指
示
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
5
で
把
握
し

た
物
語
の
全
体
像
を
目
に
見
え
る
形
（
具
体
的
に
は
ワ
ー
ク
ノ
ー
ト
の
冊
子
の
形
）

に
し
て
提
示
す
る
手
法
と
し
て
位
置
づ
げ
て
い
る
。
表
紙
に
題
名
を
書
く
こ
と
で
5

に
お
げ
る
思
考
結
果
の
確
認
を
は
か
る
の
で
あ
る
が
、
以
下
の
授
業
が
作
品
の
表
現

を
視
写
す
る
作
業
を
軸
と
し
て
展
開
す
る
の
で
、
こ
こ
は
以
下
の
授
業
ス
タ
イ
ル
に

慣
れ
る
練
習
の
場
と
し
て
の
意
味
も
あ
る
。
教
師
も
児
童
と
い
っ
し
ょ
に
書
い
て
み

せ
る
こ
と
で
、
筆
順
、
字
形
、
さ
ら
に
は
書
写
に
対
す
る
態
度
な
ど
を
総
合
的
に
児

童
の
前
に
提
示
す
る
の
で
あ
る
。

　
以
下
、
第
五
時
ま
で
の
「
本
づ
く
り
」
の
活
動
を
児
童
が
遂
行
す
る
過
程
で
物
語

を
読
む
う
え
で
の
基
本
的
な
言
語
能
力
が
開
発
さ
れ
て
行
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る

の
で
あ
る
が
、
最
後
ま
で
意
欲
を
持
続
し
て
「
め
あ
て
」
の
達
成
に
至
ら
せ
る
た
め

に
は
、
そ
こ
に
。
至
る
ま
で
の
下
位
の
諸
活
動
を
児
童
の
取
り
組
み
や
す
い
形
に
構
成

し
、
各
授
業
時
間
ご
と
に
分
節
さ
れ
た
「
め
あ
て
」
と
し
て
順
次
提
示
し
て
行
く
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
単
調
な
視
写
の
く
り
か
え
し
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
朗
読
や
動

作
化
、
問
答
、
推
論
な
ど
変
化
に
と
ん
だ
学
習
作
業
を
用
意
し
た
い
。

⇔
第
二
時
の
展
開
計
画
と
そ
の
意
図

第
二
時
の
展
開
計
画

教
師
の
指
導
と
指
導
上
の
留
意
点

目
標
1
1
作
品
に
お
け
る
自
然
描
写
と

　
　
　
人
物
描
写
を
イ
メ
ー
ジ
化
す

　
　
　
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

　
　
　
る
。

1
自
然
描
写
を
板
書
し
、
児
童
に
視

　
写
さ
せ
る
。

2
書
き
終
っ
た
ら
指
名
読
み
。
他
の

　
児
童
に
は
目
を
つ
ぶ
っ
て
聴
か
せ

　
る
。

　
「
野
原
が
見
え
て
来
た
？
」

　
「
す
す
き
っ
て
知
っ
て
る
？
」

　
「
す
す
き
が
ど
う
な
っ
て
る
の

　
？
」

　
「
風
は
ど
っ
ち
か
ら
吹
い
て
来
ま

　
す
か
？
」

　
す
す
き
に
な
っ
て
動
作
化
さ
せ

る
。3

う
さ
ぎ
の
描
写
（
人
物
描
写
）
を

　
板
書
し
、
児
童
に
視
写
さ
せ
る
。

　
2
と
同
様
に
読
ま
せ
る
。

　
「
う
さ
ぎ
さ
ん
が
見
え
て
来
た
？
」

　
「
ど
ん
な
う
さ
ぎ
さ
ん
？
」

児
童
の

学
習
活
動

め
あ
て
1
－
第
一
頁
を
書
き
ま
し
ょ

　
　
　
　
う
O

ω
教
師
と
ほ
ぼ
同
時
に
書
き
終
え
る

　
よ
う
に
す
る
。

ω
自
然
描
写
を
読
ん
で
そ
の
状
景
を

　
想
い
描
く
。

　
「
の
は
ら
の
す
す
き
」
　
「
す
っ
か

　
り
か
れ
て
」
　
「
風
に
ゆ
れ
る
」
が

　
キ
ー
ワ
ー
ド
。
　
「
ぼ
う
ぼ
う
と
」

　
は
説
明
困
難
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で

　
想
い
描
か
れ
た
風
景
全
体
へ
の
名

　
づ
け
の
言
葉
と
し
て
感
じ
と
る
こ

　
と
が
望
ま
し
い
。

）3（

「
～
の
上
に
」
「
そ
れ
か
ら
」
「
～

て
～
て
」
1
1
累
積
・
並
列
の
表
現

法
に
注
目
し
て
4
の
問
い
に
答
え

る
。
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「
う
さ
ぎ
さ
ん
は
何
を
着
て
い
ま

す
か
？
」
う
さ
ぎ
の
身
に
っ
げ
て

い
る
も
の
に
つ
い
て
語
彙
の
と
り

た
て
学
習
を
さ
せ
る
。

セ
ー
タ
ー

オ
ー
バ
ー

く
つ
下

ブ
ー
ツ

手
ぶ
く
ろ

え
り
ま
き

マ
ス
ク

き
て
い
ま
し
た

は
い
て
い
ま
し
た

は
め
て
い
ま
し
た

し
て

し
て
い
ま
し
た

ω
上
記
の
よ
う
な
語
彙
表
に
ま
と
め

　
な
が
ら
う
さ
ぎ
の
着
ぶ
く
れ
て
い

　
る
様
子
を
読
み
と
る
。

　
の
ち
に
そ
れ
ら
の
一
部
を
脱
い
で

　
行
く
描
写
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で

　
着
ぶ
く
れ
の
イ
メ
ー
ジ
を
確
立
し

　
て
お
く
。

ワ
ー
ク
ノ
ー
ト
（
第
－
一
頁
）

枠
内
の
叙
述
を
視
写
さ
せ
る

あ
き
が
お
わ
り
ま
し
た

のほ

は

らぽ

のう

すと

すか

きぜ

は7こ

すゆ

つれ

かて

りい

かま

れし

てた

あ
る
目
、

う
さ
ぎ
は

く
ま
の
が
っ
き
や
に
、
一
ぴ
き
の
う
さ
ぎ
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

セいブ

ま

タしツ

たを

のは

上あい

サこつて

オいい

くま

バつし

下た

をの

き上

てセこ

そ
れ
か
ら

手し

ぶて

く
、

ろマ

をス

はク

めを

てし

、

て

えい

りま

まし

きた

を

1

9

「
書
く
こ
と
」
を
と
り
入
れ
た
文
章
理
解
の
学
習
指
導
（
田
中
・
岡
）

自
然
描
写
と
人
物
描
写

　
作
品
の
冒
頭
に
あ
る
自
然
描
写
と
人
物
描
写
と
を
読
ん
で
そ
れ
を
イ
メ
ー
ジ
化
す

る
学
習
で
あ
る
。
こ
こ
で
イ
メ
ー
ジ
化
と
は
、
言
語
叙
述
を
手
が
か
り
に
読
者
の
心

内
に
そ
の
叙
述
内
容
の
実
在
を
感
じ
と
る
作
用
の
こ
と
で
あ
る
。
イ
メ
ー
ジ
の
深
浅

は
読
者
の
既
有
経
験
の
質
や
そ
の
自
覚
の
度
合
い
に
左
右
さ
れ
る
面
が
大
き
い
の

で
、
授
業
に
お
い
て
は
児
童
の
既
有
経
験
を
確
認
し
整
序
さ
せ
る
こ
と
に
意
を
用
い

な
が
ら
叙
述
の
正
確
な
読
み
と
り
に
む
か
わ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

　
こ
の
授
業
は
本
文
の
視
写
を
軸
に
展
開
さ
れ
る
が
、
視
写
は
児
童
に
と
っ
て
抵
抗

の
大
き
い
作
業
で
あ
る
。
「
本
を
つ
く
る
」
と
い
う
目
標
に
向
か
う
意
欲
を
強
く
持

た
せ
て
低
抗
を
乗
り
超
え
る
よ
う
た
え
ず
は
げ
ま
し
を
与
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
し

か
し
一
方
、
そ
の
低
抗
の
渦
中
に
お
い
て
叙
述
そ
の
も
の
が
児
童
に
意
識
化
さ
れ
、

読
む
だ
げ
で
は
見
落
と
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
叙
述
の
細
部
と
そ
の
意
味
が
よ
り
鮮
明

に
見
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
こ
れ
は
た
と
え
ぼ
毛
筆
習
字
が
、

用
具
の
低
抗
の
故
に
文
字
の
点
画
や
そ
の
構
成
、
筆
順
や
字
形
を
学
習
者
に
意
識
化

さ
せ
、
そ
の
結
果
、
字
形
学
習
が
深
化
す
る
と
い
う
効
果
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
類

似
し
て
い
る
。

　
「
本
づ
く
り
」
の
実
践
は
青
木
幹
勇
氏
も
「
和
井
内
貞
行
の
伝
記
を
書
く
」
と
い

う
授
業
（
小
学
四
年
生
）
で
試
み
て
お
ら
れ
る
　
（
『
第
三
の
書
く
』
　
一
七
九
頁
～
一

八
六
頁
）
が
、
対
象
が
四
年
生
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
本
文
の
視
写
そ
の
も
の

よ
り
も
、
一
区
切
り
毎
に
短
い
「
見
出
し
」
を
つ
げ
る
こ
と
（
要
約
の
学
習
）
や
、

一
区
切
り
の
視
写
の
あ
と
に
読
み
手
の
立
場
に
た
っ
て
コ
メ
ソ
ト
を
っ
げ
る
こ
と

（
感
想
、
意
見
の
学
習
）
に
主
た
る
意
義
を
認
め
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
見
う
げ
ら
れ

る
。
筆
者
の
提
案
で
は
視
写
作
業
自
体
を
「
読
み
」
の
学
習
の
主
た
る
手
法
と
し
て
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「
書
く
こ
と
」
を
と
り
入
れ
た
文
章
理
解
の
学
習
指
導
（
田
中
・
岡
）

い
る
の
で
あ
る
。

　
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
口
語
り
の
伝
承
昔
話
で
は
事
件
の
背
景
や
登
場
人
物
の
外

見
な
ど
を
言
葉
で
特
定
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ
れ
ら
は
聞
き
手
の
既
有
経

験
に
依
拠
し
て
必
要
に
、
応
じ
て
充
足
さ
れ
れ
ば
良
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
こ

の
作
品
の
よ
う
な
場
合
は
、
叙
述
を
通
し
て
事
件
の
背
景
や
季
節
の
状
況
、
あ
る
い

は
人
物
像
が
特
定
さ
れ
、
そ
れ
ら
特
定
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
物
語
の
世
界
が

構
成
さ
れ
る
。
大
畑
氏
の
授
業
に
用
い
ら
れ
た
教
科
書
の
本
文
に
，
は
冒
頭
の
自
然
描

写
に
つ
い
て
は
さ
し
絵
が
な
く
、
物
語
の
終
末
部
に
、
茶
色
の
す
す
き
が
白
い
花
を

つ
け
て
む
ら
が
り
立
っ
て
い
る
さ
し
絵
が
つ
げ
ら
れ
て
い
た
。
第
一
時
終
了
後
、
一

児
童
が
ノ
ー
ト
に
「
は
じ
め
は
す
す
き
が
か
れ
て
い
た
の
に
、
か
え
る
と
ぎ
は
、
す

す
き
は
、
ピ
ン
と
た
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
ふ
し
ぎ
で
す
。
」
と
書
い
て
い
た
。
こ
こ

に
見
ら
れ
る
「
ピ
ン
と
た
っ
て
い
る
」
イ
メ
ー
ジ
は
文
章
表
現
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た

も
の
で
は
な
く
、
終
末
部
の
さ
し
絵
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
児
童
は
冒
頭
の
自
然
描
写
か
ら
は
、
す
す
き
の
ど
の
よ
う
な
状
況
を
イ

メ
ー
ジ
と
し
て
抱
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
文
冒
頭
部
に
お
い
て
は
す
す
き
は

「
ぼ
う
ぼ
う
と
か
ぜ
に
ゆ
れ
て
」
い
た
と
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
冒
頭
部
の
時
点
で

も
右
教
科
書
の
終
末
部
の
さ
し
絵
の
よ
う
に
、
す
す
き
は
立
っ
て
い
な
げ
れ
ぼ
な
ら

な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
の
児
童
は
そ
の
よ
う
に
は
と
ら
え
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
　
「
す
っ
か
り
か
れ
て
」
と
い
う
表
現
に
ひ
か
れ
て
、
地
面
に
横
だ
お
し
に
な
っ

て
い
る
状
態
を
思
い
描
い
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
「
す
っ
か
り
か
れ
」
た
こ
と
を
抽

象
的
な
観
念
だ
げ
で
と
ら
え
、
枯
れ
す
す
き
の
具
体
像
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
疑
わ
れ
る
。

　
こ
の
作
品
の
場
合
、
冒
頭
の
自
然
描
写
で
示
さ
れ
る
イ
メ
ー
ジ
が
十
分
具
体
的
で

存
在
感
の
あ
る
も
の
に
。
な
っ
て
い
る
こ
と
が
以
下
の
物
語
の
受
容
の
た
め
に
。
き
わ
め

て
重
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
た
と
え
ば
の
ち
に
た
い
こ
を
叩
い
て

「
は
る
の
よ
も
ぎ
の
の
は
ら
に
い
る
み
た
い
た
き
も
ち
」
に
な
る
場
面
や
、
「
は
る

の
の
は
ら
の
き
ぶ
ん
」
に
な
る
場
面
な
ど
は
、
す
べ
て
冒
頭
の
こ
の
秋
の
野
原
の
描

写
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
像
を
基
準
に
、
読
者
が
、
い
わ
ば
そ
れ
と
の
距
離
を
測
る
こ

と
で
実
感
し
て
行
か
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
次
に
風
に
っ
い

て
言
え
ぼ
こ
の
物
語
の
主
人
公
「
さ
む
が
り
う
さ
ぎ
」
の
具
体
像
は
こ
こ
で
提
示
さ

れ
る
冬
の
風
の
冷
た
さ
に
支
え
ら
れ
て
成
り
立
っ
て
い
る
。
の
ち
に
う
さ
ぎ
が
た
い

こ
を
叩
く
と
「
あ
た
た
か
い
か
ぜ
」
が
起
り
、
っ
い
で
「
な
の
は
な
の
に
お
い
の
す

る
か
ぜ
」
が
吹
い
て
く
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
た
い
こ
か
ら
送
ら
れ
て

来
る
あ
た
た
か
い
「
か
ぜ
」
が
物
語
の
中
で
実
感
で
き
る
の
は
、
冒
頭
の
冷
た
い

「
か
ぜ
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
前
提
に
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
冒
頭
の
自
然
描
写
を
、
た
だ
観
念
的
に
読
み
す
す
む
だ

げ
で
は
ほ
と
ん
ど
こ
の
物
語
の
面
白
さ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
先
の

児
童
の
場
合
、
こ
の
自
然
描
写
を
イ
メ
ー
ジ
化
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
は

「
す
っ
か
り
か
れ
て
」
と
い
う
表
現
に
だ
げ
目
を
向
げ
て
い
た
せ
い
で
は
た
か
っ
た

か
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
。
「
す
っ
か
り
か
れ
て
」
と
い
う
叙

述
は
状
態
を
表
わ
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
直
後
に
状
態
で
は
な
く
動
き
を
表
わ
す

「
か
ぜ
に
ゆ
れ
て
い
ま
し
た
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
。
状
態
の
表
現
よ
り
動
き
の
表

現
の
方
が
常
に
ー
イ
メ
ー
ジ
化
し
や
す
い
か
ど
う
か
に
っ
い
て
は
吟
味
の
必
要
が
あ
ろ

う
が
、
こ
の
場
合
、
動
き
の
方
に
も
目
を
向
け
さ
せ
る
こ
と
を
通
し
て
こ
の
自
然
描

写
を
正
確
に
読
み
と
ら
せ
て
行
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
右
展
開
計

画
の
中
の
発
問
例
「
風
は
ど
っ
ち
か
ら
吹
い
て
く
る
？
」
や
、
す
す
き
が
ゆ
れ
る
様

を
す
す
き
に
な
っ
て
動
作
化
す
る
指
示
は
そ
の
た
め
の
一
方
法
と
し
て
考
案
し
た
も

の
で
あ
る
。



1
］

　
次
に
人
物
描
写
の
方
は
大
畑
氏
の
授
業
を
通
し
て
観
察
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
児
童

は
自
然
描
写
に
比
べ
て
は
る
か
に
早
く
関
心
を
寄
せ
、
か
つ
正
確
に
イ
メ
ー
ジ
化
す

る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
第
一
時
の
授
業
終
了
後
の
ノ
ー
ト
に
「
『
え

り
ま
き
を
し
て
、
マ
ス
ク
を
し
て
い
ま
し
た
』
の
と
こ
ろ
が
、
よ
う
ふ
く
を
い
っ
ぱ

い
き
て
い
て
お
も
し
ろ
い
。
」
と
記
し
て
い
る
児
童
が
あ
っ
た
し
、
第
二
時
の
授
業

中
、
あ
ま
り
の
厚
着
に
あ
き
れ
て
し
ま
っ
て
「
そ
こ
ま
で
し
た
く
て
も
い
い
」
と
っ

ぶ
や
い
た
児
童
も
あ
っ
た
。
第
五
時
に
。
な
る
と
う
さ
ぎ
の
着
て
い
る
も
の
の
枚
数
を

数
え
だ
す
児
童
も
あ
ら
わ
れ
て
、
し
ぼ
ら
く
そ
の
話
題
に
多
数
の
児
童
の
関
心
が
集

中
し
議
論
に
、
な
っ
た
り
も
し
た
の
で
あ
る
。
又
、
あ
と
の
展
開
に
つ
い
て
も
「
手
ぶ

く
ろ
も
え
り
ま
き
も
は
ず
し
ま
し
た
、
の
と
こ
ろ
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
。
」
（
第
一
時

の
発
言
）
と
か
「
ど
う
」
て
さ
い
し
ょ
に
い
ろ
ん
な
も
の
を
き
て
、
た
い
こ
を
な
ら

す
と
き
に
は
み
ん
な
ぬ
ぐ
の
か
を
、
お
か
あ
さ
ん
と
お
ぼ
あ
ち
ゃ
ん
に
お
し
え
て
あ

げ
た
い
。
L
（
第
一
時
終
了
後
の
ノ
ー
ト
）
と
か
の
言
及
が
見
ら
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
。
こ
の
場
面
の
人
物
描
写
が
児
童
に
と
っ
て
イ
メ
ー
ジ
化
し
や
す
か
っ

た
埋
由
と
し
て
は
、
自
然
よ
り
人
物
の
方
が
児
童
に
と
っ
て
関
心
の
向
き
や
す
い
素

材
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
他
に
、
こ
こ
に
「
～
の
う
え
に
～
」
と
か
「
～
て
、
～
て
」

な
ど
、
同
じ
型
の
累
加
表
現
が
集
中
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
も
関
係
が
あ
る

だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
表
現
法
の
学
習
を
と
り
た
て
て
行
い
、
そ
の
こ
と
を
通
し
て
う

さ
ぎ
の
人
物
像
の
確
認
を
は
か
り
た
い
。
こ
こ
は
表
現
上
の
リ
ズ
ム
も
あ
り
、
児
童

に
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
い
叙
述
部
分
で
あ
る
。

　
語
彙
の
と
り
た
て
学
習
は
表
示
の
も
の
の
ほ
か
、
「
ぬ
ぐ
」
「
は
ず
す
」
「
と
る
」

な
ど
関
連
動
作
を
あ
ら
わ
す
反
意
語
に
っ
い
て
も
扱
う
こ
と
が
で
き
よ
う
が
、
こ
こ

で
は
そ
れ
を
保
留
し
て
お
い
て
、
の
ち
に
そ
れ
ら
を
脱
ぐ
場
面
ま
で
読
み
進
ん
だ
と

こ
ろ
で
二
の
語
彙
表
を
再
提
出
し
て
扱
う
方
が
自
然
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
い
ず

　
　
　
　
　
　
　
「
書
く
こ
と
」
を
と
り
入
れ
た
文
章
理
解
の
学
習
指
導
（
田
中
・
岡
）

れ
に
し
て
も
こ
の
都
分
の
学
習
活
動
は
い
わ
ゆ
る
「
言
語
事
項
」
の
学
習
が
文
学
作

品
の
理
解
の
深
化
に
貢
献
す
る
一
事
例
と
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。

⇔
第
三
時
の
展
開
計
画
と
そ
の
意
図

第
三
時
の
展
開
計
画

教
師
の
指
導
と
指
導
上
の
留
意
点

目
標
1
1
人
物
の
行
為
の
描
写
を
そ
れ

　
　
　
が
行
わ
れ
る
環
境
と
の
関
係

　
　
　
に
お
い
て
イ
メ
ー
ジ
化
す
る

　
　
　
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

1
朗
読
と
動
作
化
を
指
示
す
る
。

　
・
「
い
い
が
っ
ぎ
が
あ
り
ま
す
よ
」

　
　
の
と
こ
ろ
は
ど
ん
な
読
み
方
を

　
　
し
て
み
た
い
？

　
　
①
い
い
が
っ
き
が
あ
り
ま
す
よ

　
　
②
い
い
が
っ
き
が
あ
り
ま
す
よ

　
　
③
い
い
が
っ
き
が
あ
り
ま
す
よ

・
「
う
さ
ぎ
は
ど
こ
の
と
こ
ろ
で

お
店
へ
入
り
ま
し
た
か
？
」

・
「
い
い
が
っ
き
が
あ
り
ま
す
よ
」

と
い
う
く
ま
の
こ
と
ば
を
聞
い

た
と
き
、
う
さ
ぎ
は
な
ん
て
言

お
う
と
し
た
の
で
し
ょ
う
。

児
童
の

学
習
活
動

め
あ
て
1
1
第
二
頁
を
読
み
ま
し
ょ

　
　
　
　
う
O

ω
個
人
読
み
「
役
割
読
み
、
群
読
、

　
動
作
化
な
ど
様
々
に
試
み
る
。

「
大
き
な
く
し
ゃ
み
」
　
「
大
き

な
こ
え
」
と
指
示
し
て
あ
る
発

話
と
そ
の
他
の
発
話
を
読
み
分

け
る
。「

え
え
　
さ
む
く
て
さ
む
く
て

た
ま
り
ま
せ
ん
」
の
「
え
え
」

の
読
み
方
を
工
夫
す
る
。

「
み
せ
の
ま
ん
中
に
お
い
て
あ

る
」
　
「
よ
っ
こ
ら
さ
と
持
ち
あ

げ
て
」
大
き
く
て
重
い
太
鼓
で

あ
る
こ
と
を
実
感
し
な
が
ら
朗

読
す
る
。
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「
書
く
こ
と
」
を
と
り
入
れ
た
文
章
理
解
の
学
習
指
導
（
田
中
・
岡
）

目
標
1
－
初
歩
的
な
論
理
的
推
論
を
す

　
　
　
す
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

　
　
　
に
す
る
。

2
こ
こ
に
は
「
　
」
が
つ
い
て
い
ま

　
す
ね
。
誰
か
が
言
っ
た
こ
と
を
書

　
く
の
で
す
。
誰
の
言
葉
で
し
ょ
う
。

3
第
二
頁
か
ら
第
三
頁
前
半
ま
で
を

　
続
け
て
朗
読
さ
せ
る
。

目
標
1
－
第
三
頁
後
半
の
視
写
を
通
し

　
　
　
て
、
う
さ
ぎ
像
が
、
第
一
頁

　
　
　
の
う
さ
ぎ
像
に
比
べ
変
容
し

　
　
　
て
行
く
こ
と
を
読
み
と
る
こ

　
　
　
と
が
で
ぎ
る
よ
う
に
す
る
。

4
み
ん
な
は
ず
し
ち
ゃ
っ
た
ね
。

　
・
「
～
も
～
も
」
の
型
の
並
列
表

　
　
現
法
の
学
習
。

・
う
さ
ぎ
の
塞
言
の
書
き
加
え
（
言

　
い
加
え
）
を
し
て
み
る
。

め
あ
て
H
第
三
頁
を
書
き
ま
し
ょ

　
　
　
　
う
O

②
あ
れ
こ
れ
推
理
し
て
あ
て
っ
こ
を

　
す
る
。

㈹
「
ほ
ん
と
で
す
か
」
に
半
信
半
疑

　
の
心
晴
を
込
め
て
読
む
。

ω
身
に
つ
げ
て
い
る
も
の
を
次
々
と

　
脱
ぐ
う
さ
ぎ
の
像
を
め
ぐ
っ
て
各

　
自
の
思
い
を
発
言
す
る
。

ワ
ー
ク
ノ
ー
ト
（
第
二
頁
）

う
さ
ぎ
は
、
く
ま
の
み
せ
の
ま
え
で
、

「
は
っ
く
し
ょ
ん
。
」

と
、
大
き
な
く
し
ゃ
み
を
し
ま
し
た
。

「
お
や
、
だ
れ
か
と
お
も
っ
た
ら
、
さ
む
が
り
う
さ
ぎ
さ
ん
。
」

く
ま
は
、
み
せ
の
中
か
ら
、
大
き
な
こ
え
を
あ
げ
ま
し
た
。

「
い
っ
た
い
ど
う
し
た
ん
で
す
。
か
ぜ
で
も
ひ
い
た
ん
で
す
か
。
」

「
え
え
、
さ
む
く
て
さ
む
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
。
な
に
か
あ
っ
た
か
く
な
る
　
い
い
ほ

う
ほ
う
　
な
い
で
し
ょ
う
か
。
」

「
あ
あ
、
そ
ん
な
ら
う
さ
ぎ
さ
ん
、
い
い
が
っ
き
が
あ
り
ま
す
よ
。
」

く
ま
は
、
み
せ
の
ま
ん
中
に
お
い
て
あ
る
、
大
き
た
た
い
こ
を
、
よ
っ
こ
ら
さ
と
も
ち

上
げ
て
、
う
さ
ぎ
の
ま
え
に
も
っ
て
い
き
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

ワ
ー
ク
ノ
ー
ト
（
第
三
頁
）

枠
内
の
叙
述
を
視
写
さ
せ
る
。

「
こ
れ
を
ド
ー
ソ
と
、
た
た
い
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

　
そ
れ
か
ら
目
を
っ
ぶ
っ
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

　
す
ぐ
あ
っ
た
か
く
な
る
か
ら
…
…
…
…
…
」

「
ほ
ん
と
で
す
か
。
」

「
ほ
ん
と
で
す
と
も
。
さ
あ
、
さ
あ
、
た
め
し
に
た
た
い
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。
」

さ
む
が
り
う
さ
ぎ
は

マろ

スも

クえ

をり

はま

ずき

しも

まは

しず

たし

ま

手し

ぶた

く

3
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い
い
が
っ
き
が
あ
リ
ま
す
よ

　
こ
こ
で
は
文
意
の
理
解
と
そ
れ
に
整
合
す
る
プ
ロ
ミ
ネ
ソ
ス
の
学
習
を
意
図
し
て

い
る
。
①
「
い
い
」
を
強
調
す
る
場
合
は
楽
器
の
良
し
悪
し
を
間
う
聞
き
手
に
答
え

る
場
合
で
あ
り
、
③
「
あ
り
ま
す
よ
」
を
強
調
す
る
場
合
は
楽
器
の
有
無
を
間
う
聞

き
手
に
答
え
る
場
合
で
あ
る
。
こ
こ
は
「
あ
っ
た
か
く
な
る
い
い
ほ
う
ほ
う
」
を
求

め
て
い
る
聞
き
手
に
対
し
て
そ
の
解
決
法
と
し
て
「
が
っ
き
」
を
提
案
し
て
い
る
の

で
あ
っ
て
正
答
は
②
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
い
ろ
い
ろ
言
い
く
ら
べ
さ
せ
、
結
果
と

し
て
な
ん
と
な
く
②
が
い
い
よ
う
だ
と
い
っ
た
と
こ
ろ
に
落
ち
っ
か
せ
た
い
。

　
う
さ
ぎ
は
ど
こ
の
と
こ
ろ
で
店
の
中
へ
入
っ
た
か

　
「
く
ま
は
み
せ
の
中
か
ら
、
大
き
な
こ
え
を
あ
げ
ま
し
た
。
」
と
い
う
叙
述
の
イ

メ
ー
ジ
化
を
意
図
し
て
い
る
。
う
さ
ぎ
が
こ
の
叙
述
以
前
に
は
店
の
中
に
，
入
っ
て
い

な
い
こ
と
は
客
観
的
に
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
う
さ
ぎ
が
店
の
中
に
入
っ
た
と

す
れ
ば
こ
こ
か
ら
あ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
ど
こ
の
と
こ
ろ
で
あ
る
か
に
っ
い
て
は

叙
述
の
中
に
客
観
的
な
き
め
て
が
な
い
。
以
下
の
、
う
さ
ぎ
と
く
ま
と
の
間
答
の
す

べ
て
が
店
先
で
行
わ
れ
た
と
す
る
解
も
不
可
能
で
は
な
い
。
こ
こ
は
叙
述
の
中
に
き

め
て
が
た
い
と
い
う
こ
と
が
正
解
で
、
そ
の
こ
と
を
読
み
と
っ
た
う
え
で
各
自
が
ど

の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
と
ら
え
る
か
を
語
り
合
わ
せ
た
い
と
考
え
る
。

　
「
大
き
な
こ
え
」
と
い
う
表
現
に
っ
い
て
ど
う
理
解
す
る
か
。
右
の
発
問
の
意
味

は
む
し
ろ
こ
の
表
現
の
解
釈
の
た
め
の
思
考
を
誘
う
と
こ
ろ
に
あ
る
と
杢
言
え
る
。

「
く
ま
は
体
が
大
き
い
の
で
声
も
大
き
い
」
と
す
る
解
も
あ
ろ
う
。
そ
の
他
「
く
ま

は
元
気
だ
か
ら
」
「
毛
皮
が
厚
く
て
寒
く
な
い
か
ら
」
な
ど
の
解
も
出
る
か
も
知
れ

な
い
。
こ
れ
ら
の
解
は
い
ず
れ
も
く
ま
の
属
性
自
体
に
も
と
づ
い
て
考
え
ら
れ
た
解

で
あ
る
。
叙
述
の
読
み
取
り
と
し
て
こ
こ
で
重
要
な
の
は
①
く
ま
が
店
の
中
か
ら
声

「
書
く
こ
と
」
を
と
り
入
れ
た
文
章
理
解
の
学
習
指
導
（
田
中
・
岡
）

を
か
げ
て
い
る
こ
と
、
②
第
一
頁
に
寒
い
風
の
描
写
が
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
起
す
な

ら
ば
店
の
戸
は
閉
ま
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
⑧
風
の
音
に
も
消

さ
れ
な
い
声
を
あ
げ
る
必
要
が
あ
っ
た
て
あ
ろ
う
こ
と
、
　
　
だ
か
ら
く
ま
は
大
き

い
声
を
あ
げ
な
け
れ
ぼ
な
ら
た
か
っ
た
の
だ
、
と
い
っ
た
、
表
現
相
互
の
関
係
を
読

ん
で
行
く
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
ら
が
こ
こ
で
の
学
習
事
項
で
あ
る
。

　
う
さ
ぎ
は
風
邪
を
ひ
い
て
い
る
か

　
も
し
風
邪
を
ひ
い
て
い
る
の
な
ら
ぱ
、
う
さ
ぎ
は
な
ぜ
外
へ
出
た
か
　
　
大
畑
学

級
の
授
業
で
は
こ
の
こ
と
に
こ
だ
わ
る
児
童
の
発
言
が
相
次
い
だ
。
　
「
風
邪
ひ
い
て

る
と
き
は
外
へ
出
た
ら
い
け
ん
よ
」
「
医
老
へ
行
く
ん
だ
っ
た
ら
？
」
な
ど
。
医
者

へ
行
く
た
め
か
、
あ
る
い
は
薬
を
買
う
た
め
に
出
た
の
で
あ
れ
ば
理
解
で
き
る
。
即

ち
、
う
さ
ぎ
は
そ
の
途
中
に
く
ま
の
が
っ
き
や
を
通
り
か
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
第
一
頁
に
「
あ
る
日
、
く
ま
の
が
っ
き
や
に
、
一
ぴ
き
の
う
さ
ぎ
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。
」
と
あ
る
。
「
～
に
や
っ
て
き
ま
し
た
」
と
あ
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
こ
れ
は

途
中
で
通
り
か
か
っ
た
と
い
う
書
き
よ
う
で
は
な
い
。
「
く
ま
の
が
っ
き
や
」
を
め

が
け
て
う
さ
ぎ
は
「
や
っ
て
き
た
」
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
そ
う
解
釈
す
る
と
こ
ん

ど
は
「
か
ぜ
で
も
ひ
い
た
ん
で
す
か
。
」
「
え
え
、
さ
む
く
て
さ
む
く
て
た
ま
り
ま
せ

ん
。
」
の
「
え
え
」
が
問
題
と
な
る
。
そ
こ
で
こ
の
「
え
え
」
は
相
手
の
問
い
を
肯
定

す
る
「
え
え
」
で
は
な
く
て
、
会
話
を
受
け
る
発
語
と
考
え
る
の
が
い
い
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
そ
う
い
う
感
じ
を
「
え
え
」
の
朗
読
に
生
か
さ
せ
て
み
た
い
。

太
鼓
の
大
き
さ

　
「
み
せ
の
ま
ん
中
に
お
い
て
あ
る
」
　
（
店
の
隅
や
棚
の
上
、
あ
る
い
は
他
の
楽
器

の
陰
な
ど
で
な
い
）
と
か
「
よ
っ
こ
ら
さ
と
も
ち
あ
げ
る
」
（
力
持
ち
の
く
ま
が
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「
書
く
こ
と
」
を
と
り
入
れ
た
文
章
理
解
の
学
習
指
導
（
田
中
・
岡
）

「
よ
っ
こ
ら
さ
」
と
持
ち
あ
げ
る
）
と
か
の
叙
述
を
読
ん
で
、
こ
の
太
鼓
が
大
き
く

て
重
い
と
い
う
こ
と
を
は
っ
き
り
と
ら
え
て
お
か
な
い
と
、
こ
の
後
、
①
ド
ー
ン
と

叩
い
て
春
の
気
分
に
な
る
こ
と
、
②
ド
ド
ー
ン
ド
ド
ー
ン
と
叩
い
て
暖
か
く
な
る
こ

と
、
③
よ
い
し
ょ
よ
い
し
ょ
と
こ
ろ
が
し
て
帰
る
（
暖
か
く
な
る
）
こ
と
な
ど
が
十

分
理
解
さ
れ
て
行
か
な
い
だ
ろ
う
。

　
う
さ
ぎ
の
発
言
の
書
き
加
え
（
言
い
加
え
）

　
「
え
？
が
っ
き
で
す
っ
て
？
が
っ
き
じ
ゃ
あ
っ
た
か
く
な
ん
か
な
り
ま
せ
ん
よ
」

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、
役
割
読
み
、
動
作
化
（
劇
化
）
な
ど
が
深
ま
っ
て
自
然
に

こ
の
よ
う
在
言
い
加
え
が
出
て
来
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　
　
　
㈲
第
四
時
の
展
開
計
画
と
そ
の
意
図

　
第
四
時
の
展
開
計
画

教
師
の
指
導
と
指
導
上
の
留
意
点

　
（
2
）
　
（
1
）
む
第
す
こ
〇
四
る
こ
感
頁
O
ま
想
を
　
で
を
視
　
の
自
写
　
物
由
・
　
語
集
終
農
畠
　
つ
冒
　
　
開
す
た
　
を
る
ら
　
想
○
読
　
起

　
め
　
あ
　
て
　
l
l
し
第
よ
四
う
’
○
第
　
五
　
頁
　
を
　
書
　
き
　
ま

児
童
の
学
習
活
動

3
第
四
頁
を
読
み
聞
か
せ
る
。

　
・
「
目
を
つ
ぶ
っ
て
、
春
の
よ
も

　
　
ぎ
の
野
原
に
居
る
み
た
い
な
気

　
　
持
ち
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
」

　
第
一
頁
の
野
原
の
描
写
と
比
較
す

　
る
の
も
良
い
。

4
第
五
頁
の
視
写
を
さ
せ
る
。
読
ま

　
せ
る
。

　
・
「
な
の
は
な
の
に
お
い
っ
て
ど

　
　
ん
な
に
お
い
か
な
あ
。
」

5
第
五
頁
を
読
み
聞
か
せ
る
。

　
・
「
先
生
が
読
ん
で
あ
げ
る
か

　
　
ら
、
そ
こ
に
書
い
て
あ
る
と
お

　
　
り
の
気
持
ち
に
な
っ
て
ね
。
」

　
・
「
小
鳥
の
声
が
聞
こ
え
ま
し
た

　
　
か
。
」

ワ
ー
ク
ノ
ー
ト
（
第
四
頁
・
第
五
頁
）

③
そ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
気
分
に

　
な
っ
て
み
る
。

ω
第
五
頁
を
視
写
。
②
に
同
じ
。

　
・
な
の
花
の
に
お
い
は
説
明
で
き

　
　
な
い
が
し
か
し
感
じ
と
し
て
は

　
　
わ
か
る
。
　
「
は
な
を
ふ
ん
ふ

　
　
ん
」
「
耳
を
ぴ
く
ぴ
く
」
　
　
手

　
　
を
そ
え
た
り
し
て
動
作
化
を
試

　
　
み
る
。枠

内
の
叙
述
を
視
写
さ
せ
る

る う ふ う
ど そそ
う しれ

み さ う さ で てか
た ぎ つ ぎ

し ’ら
よ そ’

い は と の う つう
O

な 、 、

か
とさ
目ぎ

気 は か お をは
も る か

　、つ

に
ぶド

ち の つ
、

り1

に よ て あ まソ
すと

な も き つ と力
り ぎ ま た

い
つ

ま の し か ぱ

し の た い
い

’

た は o か

　たbい

O ら ぜ
こ

を

に が た

い
、 た

き
ま
し

た
O

‘’
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「
さ
あ
、
も
う
一
つ
た
た
い
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。
」

と
、
く
ま
は
い
い
ま
し
た
。

4

そ
こ
で
う
さ
ぎ
は
ま
た
、
ド
ー
ソ
と
力
い
っ
ぱ
い
た
い
こ
を
た
た
き
ま
し
た
。

そ
し
て
そ
っ
と
目
を
っ
ぶ
り
ま
す
と
：
…
…
・
…
…
。

こ
ん
ど
は
、

なて

のき

はま

なし

のた

サこ

お

い

の
す

る
か
ぜ
が

ふ

い

うと

さはい

ぎいらい

はいのま

、

ねきし

はえぶた

なん

をほだ

ふんね

んとえ

ふに

ん」

さは

せる

ての

、

の

そ
れ
か
ら

耳一
」

をえ

ぴが

くき

ぴこ

くえ

さて

せき

まま

すし

とた

、

こ
　
と

り

の

5

　
叙
述
の
変
化
と
気
分
の
変
化

　
第
四
頁
の
冒
頭
と
第
五
頁
の
冒
頭
と
に
■
は
同
一
の
表
現
の
反
復
が
見
ら
れ
る
。
こ

れ
を
手
が
か
り
に
第
四
頁
の
叙
述
と
第
五
頁
の
叙
述
と
の
対
照
に
目
を
む
げ
た
読
み

と
り
を
す
す
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
視
写
さ
せ
る
部
分
で
は
、
春
の
野
原
に
い
る
気

分
が
し
だ
い
に
深
ま
っ
て
行
く
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
即
ち
、
は
じ
め
は
比
瞼
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

に
「
よ
も
ぎ
の
の
は
ら
に
い
る
み
た
い
な
気
も
ち
」
（
四
頁
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

の
が
、
次
に
は
「
ほ
ん
と
に
、
は
る
の
の
は
ら
の
気
ぶ
ん
だ
ね
え
」
（
五
頁
）
と
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

定
的
塗
言
い
方
に
な
り
、
最
後
に
は
「
こ
と
り
の
こ
え
が
き
こ
え
て
き
ま
し
た
」
（
五

頁
）
と
、
事
実
と
し
て
の
述
べ
方
に
変
っ
て
い
る
。
視
写
を
通
し
て
こ
う
い
っ
た
叙
述

　
　
　
　
　
　
　
「
書
く
こ
と
」
を
と
り
入
れ
た
文
章
理
解
の
学
習
指
導
（
田
中
・
岡
）

の
変
化
に
目
を
向
け
さ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
叙
述
か
ら
読
み
と
る
こ
と
の
で
き
る
気
分

も
又
変
容
し
て
行
く
こ
と
を
体
験
さ
せ
た
い
。
そ
の
た
め
の
補
助
手
段
と
し
て
叙
述

と
気
分
と
の
対
応
を
次
の
よ
う
に
図
示
し
て
ノ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
ほ
う
ほ
う
と
か
ぜ
に
ゆ
れ
て
い
ま
し
た
　
　
　
　
　
　
　
す
す
き
の
の
は
ら

　
　
　
あ
た
た
か
い
か
ぜ
が
ふ
う
っ
と
か
か
っ
て
き
ま
し
た
　
　
よ
も
ぎ
の
の
は
ら

　
　
　
な
の
は
な
の
に
お
い
の
す
る
か
ぜ
が
ふ
い
て
き
ま
し
た
　
　
は
る
の
の
は
ら

　
そ
の
さ
い
、
こ
の
太
鼓
を
魔
法
の
太
鼓
の
よ
う
に
と
ら
え
、
第
四
、
五
頁
に
書
か

れ
て
い
る
こ
と
を
不
思
議
な
で
き
ご
と
と
し
て
読
ん
で
行
く
児
童
の
あ
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。
大
畑
学
級
の
授
業
で
教
材
と
し
て
使
用
し
た
東
京
書
籍
昭
和
六
十
二
年

版
の
教
科
書
の
場
合
、
こ
の
部
分
の
さ
し
絵
に
く
ま
の
が
っ
き
や
と
思
わ
れ
る
家
が

描
か
れ
て
い
て
、
そ
の
看
板
に
「
ふ
し
ぎ
や
」
と
記
入
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
が
児
童

に
い
っ
そ
う
の
混
乱
を
与
え
、
「
く
ま
の
が
っ
き
や
」
に
は
不
思
議
な
楽
器
（
こ
の

場
合
は
春
風
を
生
み
出
す
魔
法
の
太
鼓
）
が
売
っ
て
あ
る
の
だ
と
理
解
し
た
児
童
が

あ
っ
た
。
こ
れ
は
誤
読
で
あ
っ
て
、
こ
こ
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
大
き
な
太
鼓
を
力

い
っ
ば
い
叩
い
た
た
め
に
体
が
あ
っ
た
か
く
な
っ
た
う
さ
ぎ
が
、
現
実
に
春
の
気
分

を
感
ず
る
と
い
う
よ
う
に
読
み
と
っ
て
行
く
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
れ
が
こ
の
種

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
を
読
む
読
み
の
技
能
で
も
あ
る
の
で
あ
る
。
大
き
な
太
鼓
を
強
く
叩

く
と
、
鼓
面
の
振
動
で
頼
に
風
（
空
気
の
波
）
が
あ
た
る
こ
と
を
現
実
に
体
験
さ
せ

て
み
る
こ
と
も
、
あ
る
い
は
読
み
取
り
に
あ
た
っ
て
有
効
か
も
知
れ
な
い
。

　
こ
の
他
、
「
う
さ
ぎ
は
、
は
る
の
よ
も
ぎ
の
の
は
ら
に
い
る
み
た
い
な
気
も
ち
に

な
り
ま
し
た
」
（
四
頁
）
の
部
分
に
つ
い
て
、
「
う
さ
ぎ
は
何
と
言
っ
た
で
し
ょ
う
」

た
ど
と
問
う
て
、
こ
の
二
行
を
う
さ
ぎ
の
発
話
文
に
書
き
替
え
る
活
動
や
、
「
こ
と
り

の
こ
え
が
き
こ
え
て
き
ま
し
た
。
」
（
五
頁
）
の
あ
と
に
う
さ
ぎ
の
発
話
文
を
書
き
加

え
る
活
動
な
ど
を
と
り
入
れ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
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「
書
く
こ
と
」
を
と
り
入
れ
た
文
章
理
解
の
学
習
指
導
（
田
中
・
岡
）

　
　
㈲
第
五
時
の
展
開
計
画
と
そ
の
意
図

第
五
時
の
展
開
計
画

教
師
の
指
導
と
指
導
上
の
留
意
点

目
標
1
1
作
品
に
描
か
れ
て
い
る
人
物

　
　
　
の
行
動
の
変
容
を
読
み
取
る

　
　
　
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

　
　
　
る
。

1
は
じ
め
に
冒
頭
か
ら
こ
こ
ま
で
の

　
読
み
聞
か
せ
を
す
る
。

2
第
六
頁
冒
頭
を
視
写
さ
せ
る
。

　
・
「
今
目
は
最
後
の
べ
ー
ジ
で
す

　
　
よ
。
う
さ
ぎ
さ
ん
の
言
っ
た
こ

　
　
と
ぼ
を
書
き
ま
す
。
」

　
前
半
部
を
朗
読
、
動
作
化
さ
せ

　
る
。

　
・
「
今
ま
で
と
違
っ
た
と
こ
ろ
が

　
　
あ
り
ま
す
よ
。
見
つ
け
て
く
だ

　
　
さ
い
。
」
「
ヒ
ソ
ト
。
太
鼓
の
音

　
　
を
く
ら
べ
て
ご
ら
ん
。
」

　
　
「
ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ
違
う

　
　
ね
。
」

3
第
六
ぺ
ー
ジ
の
後
半
を
視
写
さ
せ

　
る
。
朗
読
さ
せ
る
。

　
・
ニ
ペ
ー
ジ
、
三
ぺ
ー
ジ
の
う
さ

児
童
の

学
習
活
動

め
あ
て
1
－
第
六
頁
を
書
き
ま
し
ょ

　
　
　
　
う
O

ω
こ
こ
ま
で
の
物
語
の
展
開
を
想
起

　
す
る
。

②
前
頁
ま
で
の
う
さ
ぎ
の
行
動
と
く

　
ら
べ
て
、
そ
の
変
容
を
見
出
し
、

　
発
言
す
る
。

　
・
「
す
て
き
。
す
て
き
。
」
の
は
じ
め

　
　
の
「
す
て
き
。
」
で
切
ら
な
い
読

　
　
み
方
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　
・
「
ド
ー
ン
」
と
「
ド
ド
ー
ソ
」

　
　
と
の
違
い
を
動
作
化
で
確
か
め

　
　
る
。

　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
・
「
ほ
ん
と
う
に
あ
っ
た
か
く
」

　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
と
「
ほ
ん
と
で
す
か
」
の
違
い

　
　
が
わ
か
る
。

③
「
い
い
た
い
こ
で
す
ね
え
。
」
は
ゆ

　
っ
く
り
、
　
「
こ
れ
か
っ
て
い
き
ま

　
す
。
」
は
せ
き
込
む
よ
う
に
、
転
調

　
　
ぎ
の
こ
と
ば
と
六
べ
ー
ジ
の
う

　
　
さ
ぎ
の
こ
と
ぼ
と
く
ら
べ
、
読

　
　
み
分
げ
さ
せ
る
こ
と
で
、
人
物

　
　
像
の
変
容
を
読
み
取
る
学
習
を

　
　
さ
せ
る
。

4
帰
宅
後
の
う
さ
ぎ
の
発
言
に
っ
き

　
書
き
加
え
（
言
い
加
え
）
を
さ
せ

・
る
。

目
標
H
完
成
の
喜
び
を
味
わ
わ
せ

　
　
　
る
。

5
「
さ
あ
、
本
が
で
き
た
ね
。
み
ん

　
な
上
に
あ
げ
て
見
せ
て
く
だ
さ

　
い
。
」

　
の
あ
る
読
み
方
が
で
き
る
よ
う
に

　
な
る
。

　
「
よ
い
し
ょ
よ
い
し
ょ
と
こ
ろ
が

　
し
て
、
か
え
っ
て
」
行
く
と
い
っ

　
そ
う
あ
っ
た
か
く
な
る
こ
と
を
感

　
じ
と
る
。

ω
独
り
言
、
家
族
へ
の
話
た
ど
形
式

　
は
自
由
に
。

め
あ
て
1
1
本
を
し
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

㈲
表
紙
絵
や
カ
ヅ
ト
の
書
き
込
み
。

　
感
想
の
発
言
な
ど
自
由
に
。

ワ
ー
ク
ノ
ー
ト
（
第
六
頁
）

枠
内
の
叙
述
を
視
写
さ
せ
る

て rう そドうrいう い い
さ

きさ
うドさ

ぎ し1ぎ
す

まぎ き い は たソは て

しは ま た
オ ら

た大
力

1 ’ドい
き

○き す い ノく

ほドつ O

な O こ
一

ん1ぱた を とソい
す

いL で ぬ うとた て
こ

す ぎに十いを まあもこ
き

よ ね し っ二を O

い
え たた十たし ○かもた

」

よ O くたき
よ

こ なたま
い っきし
し れ てまた
よ

きしOと たた
こ か のO
ろ

つ
で

が す
し て O
て
、

か
■

疋
つ

6
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叙
述
の
線
条
的
な
読
み
重
ね

　
こ
の
授
業
で
は
叙
述
を
冒
頭
か
ら
読
み
重
ね
る
こ
と
を
意
図
的
に
く
り
か
え
し
て

い
る
。
文
章
理
解
の
過
程
に
ー
は
文
章
を
冒
頭
か
ら
た
ど
っ
て
順
次
理
解
を
重
ね
て
行

く
一
面
と
、
文
章
の
全
体
を
構
造
的
に
把
握
し
て
理
解
す
る
一
面
と
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
大
畑
学
級
で
行
わ
れ
た
授
業
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
後
者
の
指
導
に
重
点

が
置
か
れ
、
作
品
の
中
の
「
面
白
い
と
こ
ろ
の
見
つ
け
っ
こ
」
を
積
み
重
ね
る
と
い

う
形
の
授
業
展
開
と
な
っ
た
。
児
童
の
前
に
は
常
に
作
品
の
全
体
像
が
提
供
さ
れ
、

各
自
が
み
つ
げ
た
「
面
白
い
と
こ
ろ
」
を
相
互
に
話
し
あ
う
こ
と
を
通
し
て
し
だ
い

に
全
体
像
が
明
確
に
と
ら
え
ら
れ
て
行
く
こ
と
を
期
待
す
る
と
い
う
手
法
で
あ
る
。

文
章
理
解
の
指
導
法
と
し
て
伝
統
の
あ
る
い
わ
ゆ
る
「
三
読
法
」
は
こ
ち
ら
の
色
彩

を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
方
法
は
文
章
の
構
造
を
理
解
さ
せ
る
の
に
長
げ
て
お
り
、
文

学
作
品
の
主
題
を
求
め
る
授
業
な
ど
に
有
効
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
作
品
の
語
り
口
や
そ
の
リ
ズ
ム
、
あ
る
い
は
叙
述
の
進
展
に
従
っ
て
見
え

て
く
る
像
の
変
容
を
楽
し
む
と
い
っ
た
文
章
の
動
的
た
受
容
に
1
関
し
て
は
右
の
方
法

で
は
限
界
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
章
で
提
案
し
て
い
る
授
業
の
場
合
は
、
む

し
ろ
後
者
の
よ
う
な
、
像
の
変
容
を
読
み
と
る
こ
と
を
授
業
の
主
た
る
目
標
と
し
て

い
る
の
で
、
冒
頭
か
ら
の
読
み
進
め
を
重
視
す
る
展
開
と
な
っ
た
。
こ
の
点
で
い
わ

ゆ
る
．
「
一
読
法
」
な
い
し
「
た
ど
り
読
み
」
と
呼
ぼ
れ
る
授
業
展
開
の
手
法
に
通
う

と
こ
ろ
が
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
人
物
の
行
動
の
変
容

　
第
二
、
三
頁
の
、
寒
が
り
で
お
ど
お
ど
し
た
う
さ
ぎ
像
、
第
四
、
五
頁
の
半
信
半

疑
の
う
さ
ぎ
像
な
ど
、
こ
こ
に
1
至
る
ま
で
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
お
と
た
し
く
動
き

の
少
い
う
さ
ぎ
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
頁
で
は
一
転
し
て
活
動
的
な
う
さ
ぎ
に
変
る
。

　
　
　
　
　
　
　
「
書
く
こ
と
」
を
と
り
入
れ
た
文
章
理
解
の
学
習
指
導
（
田
中
・
岡
）

そ
の
転
換
を
前
半
部
、
さ
ら
に
後
半
部
と
、
そ
れ
ぞ
れ
読
み
取
ら
せ
る
よ
う
に
し
た

い
。
前
半
部
で
は
太
鼓
の
音
を
第
四
、
五
頁
の
そ
れ
と
比
べ
る
こ
と
を
手
が
か
り

に
、
後
半
部
で
は
う
さ
ぎ
の
発
言
の
し
か
た
（
強
さ
、
早
さ
な
ど
）
を
第
二
、
三
頁

の
そ
れ
と
比
べ
る
こ
と
を
手
が
か
り
に
指
導
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
読
み
取
り
を
基
礎
に
、
転
調
の
あ
る
朗
読
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
で
あ

ろ
う
。

　
終
末
部
、
家
に
着
い
た
う
さ
ぎ
が
、
家
人
な
ど
に
こ
の
太
鼓
に
っ
い
て
説
明
す
る

発
話
な
ど
を
書
き
加
え
る
（
言
い
加
え
る
）
活
動
は
青
木
幹
勇
氏
の
著
書
な
ど
に
と
．

り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
手
法
に
学
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

内
第
六
時
の
展
開
計
画
と
そ
の
意
図

第
六
時
の
展
開
計
画

教
師
の
指
導
と
指
導
上
の
留
意
点

課
題
1
1
作
品
の
感
想
文
を
書
く
こ
と

　
　
　
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

1
全
体
を
通
読
さ
せ
る
。
群
読
な
ど
。

2
感
想
を
発
表
さ
せ
る
。
全
員
に
。

　
・
「
一
番
好
き
な
ぺ
ー
ジ
は
ど
こ

　
　
で
す
か
。
」

　
・
「
お
う
ち
の
人
に
こ
の
お
話
の

　
　
面
白
か
っ
た
と
こ
ろ
を
教
え
て

　
　
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
教
え
て
あ
げ

児
童
の

学
習
活
動

め
あ
て
1
ー
お
う
ち
の
人
に
こ
の
お
話

　
　
　
　
の
お
も
し
ろ
か
っ
た
と
こ

　
　
　
　
ろ
を
お
し
え
て
あ
げ
ま
し

　
　
　
　
よ
㌧
つ
O

ω
完
成
し
た
本
を
読
ん
で
楽
し
む
。

②
一
番
気
に
い
っ
た
と
こ
ろ
を
取
り

　
あ
げ
て
、
お
う
ち
の
人
に
そ
の
お

　
も
し
ろ
さ
を
紹
介
す
る
文
を
書

　
く
O

　
完
成
し
た
本
と
、
本
の
紹
介
文
と

　
を
そ
え
て
家
人
に
読
ん
で
も
ら
う



「
書
く
こ
と
」
を
と
り
入
れ
た
文
章
理
解
の
学
習
指
導
（
田
中
・
岡
）

18

た
い
と
こ
ろ
を
書
き
ま
し
ょ

う
。
L

こ
と
で
学
習
活
動
の
終
束
を
は
か

る
O

　
書
き
手
の
立
場
と
読
み
手
の
立
場

　
こ
こ
で
は
相
手
（
読
み
手
）
意
識
の
あ
い
ま
い
な
、
単
な
る
感
想
文
を
書
か
せ
る

こ
と
は
避
げ
、
一
冊
の
本
を
完
成
さ
せ
た
と
い
う
成
就
感
を
基
礎
に
、
そ
こ
か
ら
必

然
的
に
流
れ
出
る
形
の
学
習
活
動
を
組
織
し
た
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
本
を
家
人
に
読

ん
で
も
ら
う
こ
と
を
前
提
に
、
本
の
作
り
手
の
立
場
か
ら
、
「
こ
の
本
の
、
こ
こ
が
、

こ
ん
な
ふ
う
に
面
白
い
か
ら
、
こ
ん
な
つ
も
り
で
読
ん
で
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
モ
チ

ー
フ
の
文
章
を
書
か
せ
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な
書
き
方
を
す
る
た
め
に
は
今

一
度
読
み
手
の
立
場
に
も
ど
っ
て
、
自
分
は
こ
の
本
の
読
み
手
と
し
て
ど
こ
を
ど
う

楽
し
ん
だ
か
を
確
か
め
る
必
要
が
起
っ
て
来
よ
う
。
こ
こ
に
表
出
行
動
と
受
容
行
動

と
の
統
合
が
は
か
ら
れ
る
と
期
待
さ
れ
る
。

　
書
き
あ
げ
た
文
章
は
い
わ
ば
本
の
P
R
文
と
し
て
の
機
能
を
持
つ
で
あ
ろ
う
。
完

成
し
た
本
に
こ
の
P
R
文
を
添
え
て
家
人
に
渡
し
、
読
ん
で
も
ら
う
と
い
う
家
庭
活

動
に
。
展
開
さ
せ
て
こ
の
授
業
を
終
束
さ
せ
る
。

　
　
　
係
に
お
い
て
イ
メ
ー
ジ
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
4
、
作
品
に
お
げ
る
人
物
描
写
を
前
後
対
照
し
て
そ
の
変
容
を
イ
メ
ー
ジ
化
す
る

　
　
　
こ
と
が
で
き
る
。

　
5
、
作
品
の
叙
述
を
手
が
か
り
に
、
そ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
気
分
と
そ
の
変
容

　
　
　
を
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
6
、
作
品
に
お
け
る
登
場
人
物
の
行
動
描
写
を
前
後
対
照
し
て
そ
の
変
容
を
イ
メ

　
　
　
ー
ジ
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
7
、
作
品
に
対
し
て
感
想
を
持
ち
、
そ
れ
を
文
章
に
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
右
は
文
学
作
品
を
教
材
と
し
て
と
り
あ
げ
る
場
合
、
学
習
者
の
発
達
段
階
に
応

じ
、
又
、
各
作
品
の
特
質
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
に
く
り
か
え
し
て
指
導
さ
れ
る
べ
き

学
習
内
容
の
一
部
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
授
業
の
場
合
は
対
象
が
低
学
年

で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
視
写
と
い
う
手
法
を
通
す
こ
と
に
よ
っ
て
実
効
を
あ
げ
よ

う
と
は
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
目
標
に
至
ら
せ
る
遇
程
で
身
に
つ
げ
て
行
く
こ
と
に
な

る
各
種
の
言
語
能
力
が
相
互
に
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
と
い
っ
た
点
の
考
察
は

今
後
の
課
題
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
文
責
　
田
中
）

　
以
上
、
「
書
く
こ
と
」
を
と
り
入
れ
た
文
章
理
解
の
学
習
指
導
の
実
践
的
考
察
の

一
つ
と
し
て
「
は
る
か
ぜ
の
た
い
こ
」
の
本
づ
く
り
の
授
業
を
構
想
し
、
目
標
と
し

て
次
の
よ
う
な
学
習
内
容
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
1
、
作
品
の
世
界
に
浸
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
2
、
作
品
に
お
け
る
自
然
描
写
、
人
物
描
写
を
イ
メ
ー
ジ
化
す
る
こ
と
が
で
き

　
　
　
る
。

　
3
、
作
品
に
お
げ
る
登
場
人
物
の
行
動
描
写
を
、
そ
れ
が
行
わ
れ
る
環
境
と
の
関

三
、
教
材
「
あ
り
の
行
列
」

の
場
合

○
教
材
文
「
あ
り
の
行
列
」
に
つ
い
て

　
最
初
に
、
教
材
文
「
あ
り
の
行
列
」
（
光
村
図
書
小
学
校
用
国
語
科
教
科
書
三
年

上
「
わ
か
ぼ
」
所
収
）
の
、
筆
者
な
り
の
価
値
づ
げ
を
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
前
に
、

全
文
を
一
覧
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
全
文
を
引
用
す
る
こ
と
に
す
る
（
引
用
中

の
①
～
⑨
は
、
筆
者
が
便
宜
上
付
し
た
も
の
で
あ
る
）
。
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お
お
犯
き
て
つ
や

　
　
　
あ
り
の
行
列
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
滝
哲
也

①
夏
に
な
る
と
、
庭
の
す
み
な
ど
で
、
あ
り
の
行
列
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
そ
の
行
列
は
、

あ
り
の
す
か
ら
え
さ
の
あ
る
所
ま
で
、
ず
っ
と
っ
づ
い
て
い
ま
す
。
あ
り
は
、
も
の
が
よ
く

見
え
ま
せ
ん
。
そ
れ
な
の
に
、
な
ぜ
、
あ
り
の
行
列
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

②
ア
メ
リ
カ
に
、
ウ
ィ
ル
ソ
ソ
と
い
う
学
者
が
い
ま
す
。
こ
の
人
は
、
次
の
よ
う
に
し
て
、

あ
り
の
よ
う
す
を
か
ん
さ
つ
し
ま
し
た
。

⑧
は
じ
め
に
、
あ
り
の
す
か
ら
少
し
は
な
れ
た
所
に
、
一
つ
ま
み
の
さ
と
う
を
お
き
ま
し

た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、
一
ぴ
き
の
あ
り
が
、
そ
の
さ
と
う
を
見
つ
け
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

え
さ
を
さ
が
す
た
め
に
外
に
出
て
い
た
は
た
ら
き
あ
り
で
す
。
あ
り
は
、
や
が
て
す
に
帰
っ

て
い
き
ま
し
た
。
す
る
と
、
す
の
中
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
は
た
ら
き
あ
り
が
、
次
々
と
出
て

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
列
を
作
っ
て
さ
と
う
の
所
ま
で
行
き
ま
し
た
。
ふ
し
ぎ
な
こ
と
に
、

そ
の
行
列
は
、
は
じ
め
の
あ
り
が
す
に
帰
る
と
き
に
通
っ
た
道
す
じ
か
ら
外
れ
て
い
な
い
の

で
す
。

④
次
に
、
こ
の
道
す
じ
に
大
き
な
石
を
お
い
て
、
あ
り
の
行
く
手
を
さ
え
ぎ
っ
て
み
ま
し

た
。
す
る
と
、
あ
り
の
行
列
は
、
石
の
所
で
み
だ
れ
て
、
ち
り
ぢ
り
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
よ
う
や
く
一
ぴ
き
の
あ
り
が
、
石
の
む
こ
う
が
わ
の
道
の
つ
づ
き
を
見
つ
け
ま
し
た
。

そ
し
て
、
さ
と
う
に
む
か
っ
て
す
す
ん
で
い
き
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
に
、
ほ
か
の
あ
り
た
ち

も
、
一
ぴ
き
二
ひ
き
と
道
を
見
つ
げ
て
歩
き
だ
し
ま
し
た
。
ま
た
だ
ん
だ
ん
に
、
あ
り
の
行

列
が
で
き
て
い
き
ま
し
た
。
目
て
き
地
に
着
く
と
、
あ
り
は
、
さ
と
う
の
っ
ぶ
を
も
っ
て
、

す
に
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。
帰
る
と
き
も
、
行
列
の
道
す
じ
は
か
わ
り
ま
せ
ん
。
あ
り
の
行

列
は
、
さ
と
う
の
か
た
ま
り
が
な
く
な
る
ま
で
つ
づ
き
ま
し
た
。

⑤
こ
れ
ら
の
か
ん
さ
つ
か
ら
、
ウ
ィ
ル
ソ
ソ
は
、
は
た
ら
き
あ
り
が
、
地
面
に
何
か
道
し
る

べ
に
な
る
も
の
を
つ
げ
て
お
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ま
し
た
。

⑥
そ
こ
で
、
ウ
ィ
ル
ソ
ソ
は
、
は
た
ら
き
あ
り
の
体
の
仕
組
み
を
細
か
に
研
究
し
て
み
ま
し

た
。
す
る
と
、
あ
り
は
、
お
し
り
の
と
こ
ろ
か
ら
、
と
く
べ
つ
の
え
き
を
出
す
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
に
お
い
の
あ
る
、
じ
ょ
う
発
し
や
す
い
え
き
で
す
。

⑦
こ
の
研
究
か
ら
、
ウ
ィ
ル
ソ
ソ
は
、
あ
り
の
行
列
の
で
き
る
わ
け
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

「
書
く
こ
と
」
を
と
り
入
れ
た
文
章
理
解
の
学
習
指
導
（
田
中
・
岡
）

⑧
は
た
ら
き
あ
り
は
、
え
さ
を
見
つ
け
る
と
、
道
し
る
べ
と
し
て
、
地
面
に
こ
の
え
き
を
つ

け
な
が
ら
帰
る
の
で
す
。
ほ
か
の
は
た
ら
き
あ
り
た
ち
は
、
そ
の
に
お
い
を
か
い
で
、
に
お

い
に
そ
っ
て
歩
い
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
は
た
ら
ぎ
あ
り
た
ち
も
、
え
さ
を
も
っ
て

帰
る
と
き
に
、
同
じ
よ
う
に
え
き
を
地
面
に
っ
げ
な
が
ら
歩
く
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
え
き

が
多
い
ほ
ど
、
に
お
い
が
強
く
な
り
ま
す
。

⑨
こ
の
よ
う
に
、
に
お
い
を
た
ど
っ
て
え
さ
の
所
へ
行
っ
た
り
、
す
に
帰
っ
た
り
す
る
の

で
、
あ
り
の
行
列
が
で
き
る
と
い
う
わ
け
で
す
。
こ
の
え
き
の
に
お
い
は
、
あ
り
の
し
ゅ
る

い
に
よ
っ
て
ち
が
う
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
ち
が
っ
た
し
ゅ
る
い
の
あ
り
の
道

し
る
べ
が
交
わ
っ
て
い
て
も
、
け
っ
し
て
ま
よ
う
こ
と
が
な
く
、
行
列
が
つ
づ
い
て
い
く
の

で
す
。

　
筆
者
は
、
こ
の
「
あ
り
の
行
列
」
を
、
主
と
し
て
文
節
表
現
を
手
が
か
り
に
し
て

要
点
に
迫
る
こ
と
の
で
き
る
説
明
文
の
好
教
材
だ
と
と
ら
え
て
い
る
。
特
に
留
意
し

た
い
文
節
表
現
を
挙
げ
る
な
ら
ぼ
、
以
下
の
如
く
に
な
る
。

　
一
つ
に
は
、
終
助
詞
を
含
ん
だ
文
節
表
現
で
あ
る
。
教
材
文
の
③
の
段
階
を
取
り

上
げ
て
み
る
。
こ
の
段
落
は
、
七
文
か
ら
成
っ
て
い
る
。
文
末
を
見
る
と
、
　
「
ま
し

た
」
が
五
例
、
「
で
す
」
が
一
例
、
「
の
で
す
」
が
一
例
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
場
合

の
「
ま
し
た
」
は
、
ウ
ィ
ル
ソ
ソ
（
観
察
者
）
・
あ
り
の
行
動
を
受
け
て
お
り
、
「
で

す
」
・
「
の
で
す
」
は
、
説
明
の
表
現
を
受
げ
て
い
る
。
内
容
か
ら
見
て
も
、
「
で
す
」

で
終
わ
る
文
よ
り
も
「
の
で
す
」
で
終
わ
る
文
の
方
が
、
こ
の
段
落
で
は
中
心
的
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
文
が
持
っ
内
容
と
文
末
部
分
と
が
、
実

に
う
ま
く
対
応
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
二
つ
に
は
、
指
示
語
を
含
ん
だ
文
節
表
現
で
あ
る
。
教
材
文
の
⑤
、
⑦
、
⑨
の
段

落
に
注
視
し
て
み
た
い
。
い
ず
れ
の
段
落
に
も
、
近
称
の
指
示
語
（
「
こ
れ
ら
の
」

「
こ
の
」
「
こ
の
よ
う
に
」
）
が
含
ま
れ
て
い
る
。
⑤
の
段
落
は
、
③
・
④
の
段
落
に

示
さ
れ
た
観
察
を
通
し
て
、
ウ
ィ
ル
ソ
ソ
が
考
え
た
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
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「
書
く
こ
と
」
を
と
り
入
れ
た
文
章
理
解
の
学
習
指
導
（
田
中
・
岡
）

⑦
の
段
落
に
は
、
⑥
の
段
落
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
研
究
（
は
た
ら
き
あ
り
の
体
の
仕

組
み
の
研
究
）
か
ら
導
か
れ
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
⑨
の
段
落
に

は
、
①
か
ら
⑧
の
段
落
全
体
を
受
げ
て
、
即
ち
問
題
提
起
・
観
察
・
仮
説
・
研
究
と

い
う
流
れ
を
受
げ
て
結
論
づ
げ
ら
れ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
⑤
・
⑦
・
⑨
の
段

落
は
、
近
称
の
指
示
語
を
含
ん
だ
文
節
を
内
包
し
、
同
時
に
そ
れ
よ
り
前
の
段
落

（
内
容
）
を
ま
と
め
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
三
つ
に
は
、
相
呼
応
す
る
語
句
を
含
ん
だ
文
節
表
現
で
あ
る
。
ウ
ィ
ル
ソ
ソ
の
行

っ
た
二
つ
の
観
察
が
、
「
は
じ
め
に
」
「
次
に
」
の
後
に
続
い
て
提
示
さ
れ
て
い
る
こ

と
た
ど
、
最
も
よ
く
目
に
っ
く
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
「
は
じ
め
に
」
「
次
に
」
と
い
う

呼
応
を
見
つ
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
観
察
の
内
容
に
よ
り
目
が
向
き
や
す
く
な
る
。

⇔
単
元
「
『
あ
り
の
行
列
』
の
本
を
つ
く
ろ
う
」

の
構
想

　
本
章
「
嘗
」
に
お
い
て
詳
し
く
触
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
書
く
こ
と
を
重
視
し
た

説
明
文
の
読
解
指
導
の
構
想
を
述
べ
て
み
た
い
。
こ
の
場
合
、
筆
者
は
基
本
的
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

「
書
く
こ
と
」
を
次
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
（
数
々
の
先
行
研
究
に
学
ぼ
せ
て
い
た

だ
い
た
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
）
。

　
ω
　
学
習
形
態
と
し
て
は
、
一
斉
学
習
と
し
て
行
わ
れ
る
。

　
ω
　
内
容
的
に
は
、
プ
リ
ン
ト
ヘ
の
部
分
視
写
（
聴
写
）
を
中
心
と
す
る
。
書
き

　
　
　
こ
み
（
メ
モ
・
傍
線
な
ど
）
も
、
そ
れ
に
次
い
で
多
く
取
り
入
れ
る
。

　
㈹
　
最
終
的
に
、
学
習
記
録
と
し
て
残
る
こ
と
を
意
図
す
る
（
全
部
の
プ
リ
ソ
ト

　
　
　
を
簡
易
製
本
し
、
学
習
記
録
（
集
）
と
す
る
）
。

　
ω
に
つ
い
て
は
、
一
人
一
人
の
筆
写
能
力
の
練
成
を
図
り
、
他
方
で
一
人
一
人
に

確
実
に
取
り
組
む
こ
と
の
で
き
る
学
習
を
用
意
す
る
こ
と
を
ね
ら
っ
て
い
る
。
児
童

の
個
性
あ
ふ
れ
る
考
え
も
多
く
引
き
出
し
た
い
わ
げ
で
あ
る
が
、
ま
ず
は
全
員
が
共

通
し
て
身
に
つ
げ
る
べ
き
国
語
学
力
を
大
切
に
し
た
い
。
こ
の
よ
う
な
学
習
を
ふ
ま

え
た
後
に
も
、
個
性
と
い
う
も
の
は
充
分
に
開
花
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
ω
に
つ
い
て
は
、
い
た
ず
ら
に
多
く
の
時
問
を
費
す
こ
と
を
避
げ
、
短
時
問
で
集

中
し
て
取
り
組
み
、
教
材
文
の
ポ
イ
ン
ト
を
効
率
よ
く
お
さ
え
る
こ
と
を
ね
ら
っ
て

い
る
。
焦
点
化
さ
れ
た
書
く
作
業
に
よ
っ
て
、
児
童
一
人
一
人
が
し
っ
か
り
と
し
た

考
え
を
つ
く
る
。
そ
れ
が
素
地
と
な
っ
て
、
焦
点
化
さ
れ
た
話
し
合
い
が
期
待
で
き

る
の
で
は
た
か
ろ
う
か
O

　
ω
に
つ
い
て
は
、
第
一
に
、
児
童
が
自
ら
の
書
く
学
習
を
ト
ー
タ
ル
に
ふ
り
か
え

り
、
確
認
す
る
営
み
を
引
き
出
す
こ
と
を
ね
ら
っ
て
い
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
読
解
の
能
力
は
さ
ら
に
定
着
す
る
で
あ
ろ
う
。
第
二
に
、
成
就
感
を
味
わ
わ

せ
、
書
く
こ
と
の
重
要
性
を
認
識
さ
せ
る
こ
と
を
ね
ら
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
て
授
業
に
臨
む
わ
げ
で
あ
る
が
、
単
元
を
通
し
て
、
以
下
に
示
す
学
習
指

導
案
を
軸
と
し
、
授
業
を
構
成
し
て
い
っ
た
。

　
　
　
三
・
四
年
複
式
学
級
　
国
語
科
学
習
指
導
案

　
　
　
　
　
　
　
「
あ
り
の
行
列
」
の
本
を
つ
く
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
六
十
二
年
六
月
実
施
）
　
指
導
者
　
　
岡
　
　
利
　
道

　
研
究
の
視
点
　
　
学
習
の
対
象
と
し
て
「
あ
り
の
行
列
」
の
文
章
そ
の
も
の
を
ど

　
　
　
　
　
　
　
の
よ
う
に
指
示
し
て
い
け
ば
、
子
ど
も
た
ち
の
主
体
的
な
読
み
取

　
　
　
　
　
　
　
り
の
姿
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
。

θ
授
業
の
構
想

　
ω
「
っ
り
橋
わ
た
れ
」
の
学
習
で
、
四
年
生
の
勢
い
に
押
さ
れ
気
味
で
発
言
の
少

　
　
な
か
っ
た
三
年
生
の
丁
君
が
、
「
ト
ッ
コ
は
、
は
じ
め
、
つ
ま
ら
な
か
っ
た
し
、

　
　
お
母
さ
ん
が
こ
い
し
く
て
さ
み
し
か
っ
た
げ
ど
、
男
の
子
が
出
て
来
て
、
っ
り
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橋
を
わ
た
ら
し
て
く
れ
た
か
ら
、
サ
ブ
や
ミ
ョ
た
ち
も
遊
ん
で
く
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
、
山
の
く
ら
し
が
楽
し
く
な
っ
た
。
L
と
筋
道
立
て
て
話
し
、
み
ん
な
を

ア
ッ
と
言
わ
せ
た
。
丁
君
は
、
発
言
す
る
時
、
自
信
な
げ
に
ポ
ソ
ッ
と
短
く
し

ゃ
べ
っ
て
終
わ
る
よ
う
な
子
で
あ
る
が
、
そ
の
時
は
た
い
へ
ん
生
き
生
き
と
し

て
い
た
。
五
月
に
行
っ
た
物
語
文
の
学
習
で
の
一
場
面
で
あ
る
。

　
そ
の
菱
言
は
、
そ
う
目
新
し
い
内
容
を
含
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
文

章
の
叙
述
に
即
し
、
正
確
に
読
み
取
っ
て
い
っ
た
結
果
、
生
ま
れ
た
も
の
で
あ

る
。
下
学
年
の
子
ど
も
で
も
自
信
を
持
っ
て
発
言
で
き
る
国
語
の
授
業
を
指
向

し
て
い
く
上
で
、
こ
の
よ
う
な
読
み
取
り
の
姿
を
数
多
く
引
き
出
し
て
や
る
こ

と
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
こ
の
学
習
で
は
、
め
あ
て
を
”
「
つ
り
橋

わ
た
れ
」
の
本
を
つ
く
ろ
う
”
と
し
た
。
教
材
文
を
視
写
し
た
り
、
朗
読
の
し

か
た
を
メ
モ
し
た
り
、
学
習
の
成
果
を
記
録
し
た
り
し
な
が
ら
、
十
数
ぺ
ー
ジ

で
は
あ
る
が
、
本
の
よ
う
な
形
に
し
て
綴
じ
て
い
か
せ
た
の
で
あ
る
。
一
人
一

人
が
一
つ
一
つ
の
こ
と
ば
を
丹
念
に
お
さ
え
な
が
ら
、
読
み
取
り
を
進
め
て
い

く
こ
と
を
ね
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
一
人
一
人
が
自
分
な
り
の

「
読
み
」
を
つ
く
っ
て
い
け
る
と
考
え
た
。
丁
君
の
よ
う
た
「
読
み
」
も
、
そ

う
し
て
開
花
し
た
も
の
で
あ
る
と
受
け
と
め
て
い
る
。

　
「
あ
り
の
行
列
」
の
学
習
で
も
、
前
記
の
よ
う
な
本
（
学
習
記
録
）
づ
く
り

を
大
事
に
し
た
い
。
文
章
の
叙
述
に
即
し
て
、
正
確
に
読
み
取
っ
て
い
く
姿
を

大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
「
っ
り
橋
わ
た
れ
」
の
本
で
は
、
そ

こ
に
盛
り
込
む
内
容
を
、
教
師
が
多
く
リ
ー
ド
し
て
考
え
て
い
っ
た
が
、
　
「
あ

り
の
行
列
」
の
本
で
は
、
子
ど
も
の
ア
イ
デ
ィ
ァ
も
な
る
べ
く
取
り
入
れ
る
よ

う
に
す
る
。
「
あ
り
の
行
列
」
は
、
ウ
ィ
ル
ソ
ソ
と
い
う
学
者
が
、
な
ぜ
あ
り

の
行
列
が
で
き
る
の
か
疑
問
に
思
い
、
実
験
・
観
察
を
通
し
て
そ
の
謎
を
解
明

　
　
　
　
　
「
書
く
こ
と
」
を
と
り
入
れ
た
文
章
理
解
の
学
習
指
導
（
田
中
・
岡
）

し
て
い
っ
た
こ
と
を
説
明
し
た
文
章
で
あ
る
。
文
と
文
、
段
落
と
段
落
と
の
続

き
方
、
文
末
表
現
等
に
注
視
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
筆
者
の
論
の
進
め
方
を
っ

か
む
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
接
続
詞
、
指
示
語
等
の
役
割
を
考
え
る
上
で

も
、
格
好
の
文
章
で
あ
る
。
子
ど
も
の
興
味
・
関
心
を
生
か
し
な
が
ら
、
そ
れ

ら
の
ポ
イ
ン
ト
も
お
さ
え
て
、
読
解
の
力
が
身
に
つ
く
よ
う
指
導
し
て
い
き
た

い
。

　
一
読
後
の
子
ど
も
た
ち
の
反
応
を
見
た
と
こ
ろ
、
ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も
が
、

「
あ
り
が
、
お
し
り
の
と
こ
ろ
か
ら
え
き
を
出
す
の
が
お
も
し
ろ
い
。
」
と
感
じ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
こ
の
文
章
を
、
興
味
深
く
見
つ

め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
楽
し
い
学
習
と
な
り
そ
う
で
あ
る
。
三
年
生
の
Y
君

も
、
初
発
の
感
想
文
の
中
に
、
「
あ
り
の
ひ
み
つ
が
わ
か
り
そ
う
。
」
と
記
し
て

い
る
。

　
さ
て
、
「
あ
り
の
行
列
」
の
本
で
あ
る
が
、
子
ど
も
の
ア
イ
デ
ィ
ァ
を
、
大

筋
と
し
て
は
次
の
よ
う
に
取
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
四
年
生
の

M
さ
ん
は
、
や
は
り
一
読
後
に
、
「
一
ぴ
き
が
見
つ
け
た
ら
、
お
－
い
と
よ
ん

で
い
る
み
た
い
に
あ
り
が
出
て
き
た
。
」
と
書
い
て
い
る
。
あ
り
を
擬
人
化
し

て
お
り
、
す
ば
ら
し
い
着
想
で
あ
る
。
文
章
中
の
あ
り
の
動
き
を
表
す
表
現
と

対
照
し
て
考
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
授
業
後
、
M
さ
ん
と
話
し
合
い
、
　
「
吹

き
出
し
」
を
本
の
中
に
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
に
し
た
。
こ
の
よ
う
な
子
ど
も

の
ア
イ
デ
ィ
ア
は
、
授
業
が
進
む
中
で
も
随
時
取
り
上
げ
、
本
の
中
に
盛
り
込

む
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

　
し
か
し
、
読
解
を
進
め
て
い
く
際
に
、
、
教
師
の
側
と
し
て
必
ず
目
を
向
け
て

ほ
し
い
点
も
あ
る
。
例
え
ぼ
、
指
示
語
を
含
ん
だ
文
節
表
現
で
あ
る
。
部
分
視

写
を
さ
せ
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
、
そ
の
役
割
に
気
づ
か
せ
た
い
と
考
え
て
い
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「
書
く
こ
と
」
を
と
り
入
れ
た
文
章
理
解
の
学
習
指
導
（
田
中
・
岡
）

　
る
。
た
だ
し
、
役
割
を
考
え
、
ま
と
め
る
部
分
で
は
子
ど
も
に
任
せ
る
場
を
与

　
え
、
充
実
感
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
た
い
。

　
　
予
想
さ
れ
る
展
開
（
全
九
時
間
）
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
第
一
次
学
習
の
見
通
し
を
持
と
う
（
二
時
間
）

　
　
・
全
文
を
読
み
、
感
じ
た
こ
と
を
書
く
…
…
：
…
…
：
…
・
…
…
…
：
⊥
時
間

　
　
・
学
習
の
計
画
を
立
て
る
…
…
…
…
…
…
・
・
：
…
…
…
…
：
…
・
・
：
…
：
一
時
間

　
第
二
次
　
あ
り
の
行
列
の
秘
密
を
探
ろ
う
（
六
時
間
）

　
　
・
表
紙
（
裏
表
紙
）
を
つ
く
る
、
と
び
ら
の
こ
と
ぼ
を
書
く
…
…
…
一
時
間

　
　
・
書
き
こ
み
（
吹
き
出
し
）
、
視
写
（
聴
写
）
な
ど
を
し
な
が
ら
、
「
あ
り
の

　
　
　
行
列
」
の
本
を
っ
く
る

　
　
　
　
※
「
は
じ
め
」
の
観
察
部
分
を
読
み
取
る
…
…
…
…
－
：
－
・
・
：
－
一
時
問

　
　
　
　
※
「
次
の
」
観
察
都
分
を
読
み
取
る
…
…
…
…
…
－
：
・
・
…
…
…
一
時
間

　
　
　
　
※
「
道
し
る
べ
」
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
て
い
る
部
分
を

　
　
　
　
　
読
み
取
る
…
－
：
：
…
…
：
：
・
：
…
：
…
…
…
：
：
・
…
・
一
時
問
（
本
時
）

　
　
　
　
※
あ
り
の
行
列
が
で
ぎ
る
わ
け
を
ま
と
め
る
…
…
…
…
…
…
・
・
⊥
時
問

　
　
・
お
わ
り
の
こ
と
ば
を
書
く
、
本
を
仕
上
げ
る
…
…
…
…
…
…
・
・
…
二
時
間

　
第
三
次
　
学
習
全
体
の
ふ
り
か
え
り
を
し
よ
う
（
一
時
問
）

　
　
・
学
習
の
し
か
た
を
ふ
り
か
え
る
…
…
…
…
…
・
…
…
…
：
：
：
：
…
・
：
一
時
問

ω
　
本
時
は
、
三
年
生
の
N
君
が
一
読
後
に
書
い
た
「
あ
り
が
お
し
り
か
ら
出
す

　
え
き
は
、
じ
ょ
う
は
っ
し
や
す
い
え
き
だ
か
ら
、
す
に
も
っ
て
帰
る
あ
い
だ
に

　
じ
ょ
う
は
つ
す
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
た
。
」
と
い
う
感
想
を
も
と
に
、
意

　
見
交
換
を
さ
せ
た
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
一
人
一
人
の
考
え
方
や
感
じ
方
を
ふ

　
く
ら
ま
せ
て
い
く
。

　
　
N
君
は
、
液
は
す
ぐ
に
蒸
発
し
て
し
ま
い
、
他
の
あ
り
た
ち
は
そ
れ
を
辿
っ

◎
）1（）

9
］（

て
い
く
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
推
理
し
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち

は
、
迷
い
、
揺
れ
動
き
な
が
ら
も
、
に
お
い
の
存
在
や
、
強
さ
の
問
題
、
帰
り

の
時
だ
け
に
そ
の
液
を
出
す
こ
と
等
、
い
ろ
い
ろ
根
拠
を
持
っ
て
意
見
を
出
し

て
く
る
だ
ろ
う
。
い
き
お
い
、
文
章
表
現
に
即
し
た
、
正
確
な
読
み
取
り
へ
と

向
か
っ
て
い
く
に
違
い
た
い
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
湖
っ
て
、
ウ
ィ
ル
ソ
ソ
が
、
「
地
面
に
何
か
道
し
る
べ
に

な
る
も
の
を
っ
げ
て
お
い
た
の
で
は
な
い
か
」
と
仮
説
す
る
以
前
の
叙
述
へ
も

フ
ィ
ー
ド
・
バ
ッ
ク
し
て
考
え
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
「
読
み
」
を

開
拓
し
て
い
く
姿
を
認
め
、
励
ま
し
て
い
く
よ
う
に
し
た
い
。

　
教
師
か
ら
は
、
補
足
的
に
、
ま
だ
子
ど
も
た
ち
の
気
づ
い
て
い
な
い
観
点
を

示
す
こ
と
に
し
た
い
。
指
示
語
、
終
助
詞
を
含
ん
だ
文
節
表
現
な
ど
に
，
着
目
す

る
よ
う
た
は
た
ら
き
か
げ
を
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
あ
く
ま
で
も
、

子
ど
も
た
ち
が
新
た
な
読
み
取
り
を
し
て
い
く
契
機
と
な
る
よ
う
に
提
示
の
し

か
た
を
工
夫
し
た
い
。
ま
た
、
本
時
の
学
習
の
ふ
り
か
え
り
は
、
聞
き
方
に
つ

い
て
ポ
イ
ソ
ト
を
し
ぼ
り
、
「
自
已
評
価
カ
ー
ド
」
を
応
用
し
た
も
の
を
使
用

す
る
。

本
時
の
学
習

　
目
標

　
　
　
　
。
「
え
き
」
の
に
お
い
や
出
さ
れ
方
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
り
、
書

　
　
　
　
　
い
た
り
し
か
が
ら
、
「
道
し
る
べ
」
の
で
き
方
を
ま
と
め
る
こ
と

　
　
　
　
　
が
で
き
る
。

　
　
　
　
・
自
分
の
考
え
と
比
べ
な
が
ら
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。

　
展
開
の
計
画
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学
習
場
面
と
子
ど
も
の
取
り
組
み

友
だ
ち
の
考
え
を
聞
い
た
り
、

た
り
し
よ
う
。

自
分
の
意
見
を
発
表
し

》らカなしをりくづ本《

←

一
あ
り
が
お
し
り
か
ら
出
す
え
き
は
、
じ
ょ
う
は
一

一
っ
し
や
す
い
え
き
だ
か
ら
、
す
に
も
っ
て
帰
る
一

一
あ
い
だ
に
じ
ょ
う
は
つ
す
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
一

一
思
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
（
N
君
の
考
え
）
一

（鞍雛）艦絆享手了手毛で

・
ほ
ん
と
う
だ
。

・
石
を
お
い
た
時
に
、
ま
た
道
を
見
つ
け
て
、

さ
と
う
に
た
ど
り
っ
い
た
か
ら
、
に
お
い
は

残
っ
て
い
る
。

・
じ
ょ
う
は
つ
す
る
か
ら
、
た
く
な
っ
て
し
ま

う
ん
で
し
ょ
う
。

・
に
お
い
だ
げ
は
、
ず
っ
と
残
る
と
思
う
げ

ど
O・

あ
り
は
、
帰
る
時
に
え
き
を
出
す
か
ら
、
す
ぐ

に
ち
が
う
あ
り
も
道
が
わ
か
る
で
し
ょ
う
。

：
兄
さ
が
多
い
ほ
ど
え
き
も
た
く
さ
ん
出
る
か

ら
、
に
お
い
は
き
え
な
く
な
る
と
思
う
。

・
じ
ょ
う
は
つ
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
に
お
い

が
な
く
な
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
。

学
習
の
ふ
り
か
え
り
を
し
よ
う
。

（
「
ふ
り
か
え
り
カ
ー
ド
」
に
書
き
こ
む
。
）

・
友
だ
ち
の
意
見
を
、
最
後
ま
で
聞
げ
た
よ
。

・
ち
ょ
っ
と
お
し
ゃ
べ
り
し
て
最
後
ま
で
聞
い
て
い
な
い
こ

と
も
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
次
の
時
間
は
気
を
つ
げ
よ
う
。

教
　
　
師
　
　
の
　
「
支

え
L
　
と
　
　
願
　
　
い

・
蒸
発
し
た
後
、
に
お
い
が
残
る
か
残
ら
な
い
か
に
っ
い
て
、
子
ど
も
た
ち
の
議
論
が
集
中
す
る
だ
ろ
う
。
ま
ず
、
自
分
た
ち

の
身
近
な
と
こ
ろ
で
似
た
よ
う
な
経
験
が
な
か
っ
た
か
、
聞
き
出
し
て
い
く
。
さ
ら
に
、
書
く
活
動
を
通
し
て
、
特
に
文
末

表
現
か
ら
類
推
し
て
い
く
よ
う
に
は
た
ら
き
か
け
る
。

・
ウ
ィ
ル
ソ
ソ
の
二
つ
め
の
観
察
都
分
に
言
及
し
て
い
る
意
見
は
、
板
書
し
て
認
め
て
い
く
。
そ
し
て
、
「
も
っ
と
詳
し
く
言

う
と
ど
う
か
な
。
」
な
ど
と
探
り
を
入
れ
て
い
く
。
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
教
師
の
方
か
ら
、
視
写
し
て
い
く
こ
と
を
提
案

し
、
内
容
把
握
の
撤
底
を
図
り
た
い
。
　
（
目
標
達
成
の
た
め
の
基
礎
と
し
て
、
こ
の
点
を
お
さ
え
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え

る
。
）
つ
ま
り
、
「
よ
う
や
く
一
ぴ
き
の
あ
り
が
、
石
の
む
こ
う
が
わ
の
道
の
つ
づ
き
を
見
つ
け
ま
し
た
。
」
「
そ
の
う
ち
に
、

ほ
か
の
あ
り
た
ち
も
、
一
ぴ
き
二
ひ
き
と
道
を
見
っ
げ
て
歩
き
出
し
ま
し
た
。
」
の
文
に
含
ま
れ
て
い
る
「
見
っ
げ
ま
し
た
」

を
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ
し
て
い
き
、
「
あ
り
は
、
も
の
が
よ
く
見
え
ま
せ
ん
。
」
と
対
照
さ
せ
る
。
そ
の
上
で
、
に
お
い
が
残

　
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
い
。

・
え
き
を
何
時
出
す
か
が
疑
間
点
と
た
っ
た
場
合
に
は
、
次
の
よ
う
に
す
る
。
え
さ
に
た
ど
り
っ
く
ま
で
の
こ
と
を
説
明
し
た

文
に
は
傍
線
を
、
帰
る
時
の
こ
と
を
説
明
し
た
文
に
は
点
線
を
引
か
せ
、
比
べ
て
意
見
を
出
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
い
。
　
「
地

面
に
え
き
を
つ
げ
な
が
ら
帰
る
の
で
す
。
」
「
え
さ
を
持
っ
て
帰
る
と
き
に
、
同
じ
よ
う
に
え
き
を
地
面
に
つ
け
な
が
ら
歩
く

の
で
す
。
」
の
二
文
が
、
液
を
出
す
時
の
も
の
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
帰
る
時
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
せ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
こ

と
を
ふ
ま
え
た
上
で
意
見
を
っ
く
ら
せ
る
よ
う
に
し
む
げ
て
い
く
。

・
に
お
い
の
こ
と
が
議
論
さ
れ
る
際
に
、
特
に
終
わ
り
か
ら
二
段
落
め
に
注
視
さ
せ
る
。
文
末
部
分
を
ラ
イ
ソ
マ
ー
カ
ー
で
ぬ

ら
せ
る
作
業
も
取
り
入
れ
る
。
動
き
を
表
す
文
の
連
続
か
ら
わ
か
っ
た
こ
と
を
表
す
文
へ
、
と
い
う
パ
タ
ー
ソ
を
認
識
さ
せ

　
る
。

・
ふ
り
か
え
り
の
場
合
に
お
い
て
は
、
殊
に
「
ふ
り
か
え
り
カ
ー
ド
」
の
内
容
に
配
慮
す
る
。
即
ち
、
聞
き
方
に
つ
い
て
、
次

時
に
お
げ
る
自
分
の
め
あ
て
が
明
確
に
な
る
カ
ー
ド
に
し
て
い
く
。

「
書
く
こ
と
」
を
と
り
入
れ
た
文
章
理
解
の
学
習
指
導
（
田
中
・
岡
）
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「
書
く
こ
と
」
を
と
り
入
れ
た
文
章
理
解
の
学
習
指
導
（
田
中
・
岡
）

　
　
　
⇔
「
あ
り
の
行
列
」
の
本
づ
く
り
の
実
際

，
ぎ
ず
、
本
を
構
成
す
る
一
枚
一
枚
の
プ
リ
ン
ト
を
示
す
。

「
あ
つ
の
行
列
」

　
　
　
　
　
　
　
　
の
本

（
昭
和
六
十
二
年
六
月
）

＼／

こ
こ
こ

　
絵
を
は
り
ま
す
。

／＼

資料1

　
　
　
　
　
　
　
ぎ
ょ
う
れ
っ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
お
　
　
た
き
　
　
て
っ
　
　
や

　
　
　
あ
り
の
行
列
　
　
　
　
　
　
　
大
滝
哲
也

　
　
　
　
　
　
　
に
わ

①
夏
に
な
る
と
、
庭
の
す
み
な
ど
で
、
あ
り
の
行
列
を
よ
く
見
か
け
ま

す
。
そ
の
行
列
は
、
あ
り
の
す
か
ら
え
さ
の
あ
る
所
ま
で
、
ず
っ
と
っ
づ

い
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
☆
ち
ょ
う
し
ゃ
1

あ
り
は
、

②
ア
メ
リ
カ
に
、
ウ
ィ
ル
ソ
ソ
と
い
う
学
者
が
い
ま
す
。
こ
の
人
は
、
次

の
よ
う
に
し
て
、
あ
り
の
よ
う
す
を
か
ん
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
※
赤
で
線
を
引
こ
う

③
は
じ
め
に
、
一
あ
り
の
す
か
ら
少
し
は
な
れ
た
所
に
、
一
つ
ま
み
の
さ
と

　
　
　
A

う
を
お
き
ま
し
た
。
し
ぼ
ら
く
す
る
と
、
一
ぴ
き
の
あ
り
が
、
そ
の
さ
と

　
　
　
　
B

う
を
見
っ
け
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
え
さ
を
さ
が
す
た
め
に
外
に
出
て
い
た

　
　
　
　
　
C
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
D

は
た
ら
き
あ
り
で
す
。
あ
り
は
、
や
が
て
す
に
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。

1

③
ふ
き
出
し
1

　
は
た
ら
き
あ
り

　
は
、
す
に
帰
っ

て
、
ど
う
言
っ

た
か
な
。

2

資料2
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す
る
と
、
す
の
中
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
は
た
ら
き
あ
り
が
、
次
々
と
出
て

E
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
F

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
列
を
作
っ
て
さ
と
う
の
所
ま
で
行
き
ま
し
た
。
ふ

し
ぎ
た
こ
と
に
、
そ
の
行
列
は
、
は
じ
め
の
あ
り
が
す
に
帰
る
と
き
に
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
G

っ
た
道
す
じ
か
ら
外
れ
て
い
な
い
の
で
す
。

■
表
づ
く
り
1
　
　
線
A
～
G
の
言
葉
を
、
わ
く
の
中
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

・
一C・

一
・
一

・
一

・
一F

！

一
／

3

R
リ
レ
ー
学
習
1
　
も
う
一
度
③
だ
ん
ら
く
を
読
み
、
ま
た
先
の
表
を
見
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
く
ひ
ょ
う

　
　
　
　
　
意
見
を
言
い
ま
し
ょ
う
。
（
目
標
1
0
）

メ
　
モ

~ ~r~~~~' -'-'~i ~i'~~!~i~~ 

4

「
書
く
こ
と
」
を
と
り
入
れ
た
文
章
理
解
の
学
習
指
導
（
田
中
・
岡
）

資料3
　
※
赤
で
線
を
引
こ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

④
［
吹
旧
■
こ
の
道
す
じ
に
大
き
な
石
を
お
い
て
、
あ
り
の
行
く
手
を
さ
え

　
　
　
H

ぎ
っ
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、
あ
り
の
行
列
は
、
石
の
所
で
み
だ
れ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

ち
り
ぢ
り
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

●
ふ
き
出
し
2

　
石
で
さ
え
ぎ
ら
れ
、
ち
り
ぢ
り

　
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
あ
り
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

　
ど
う
思
っ
た
の
か
な
。
　
（
顔
の

　
よ
う
す
も
か
こ
う
。
）

Q
O
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
っ
ぴ
ょ
う

　
R
リ
レ
ー
学
習
2
ふ
き
出
し
に
書
い
た
こ
と
を
発
表
し
ま
し
ょ
う
。

　
（
目
標
5
）

よ
う
や
く
一
ぴ
き
の
あ
り
が
、
石
の
む
こ
う
が
わ
の
道
の
つ
づ
き
を
見
つ

J
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
K

げ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
さ
と
う
に
む
か
っ
て
す
す
ん
で
い
き
ま
し
た
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

の
う
ち
に
、
ほ
か
の
あ
り
た
ち
も
、
一
ぴ
き
二
ひ
き
と
道
を
見
っ
げ
て
歩

　
　
L
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
M

き
だ
し
ま
し
た
。
ま
た
だ
ん
だ
ん
に
、
あ
り
の
行
列
が
で
き
て
い
き
ま
し

　
　
土
U
く

た
。
目
て
き
地
に
着
く
と
、
あ
り
は
、
さ
と
う
の
っ
ぶ
を
も
っ
て
、
す
に

　
　
　
　
N
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。
帰
る
と
き
も
、
行
列
の
道
す
じ
は
か
わ
り
ま
せ
ん
。

資料4
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「
書
く
こ
と
」
を
と
り
入
れ
た
文
章
理
解
の
学
習
指
導
（
田
中
・
岡
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
P

あ
り
の
行
列
は
、
さ
と
う
の
か
た
ま
り
が
な
く
な
る
ま
で
っ
づ
ぎ
ま
し

刊
。図

表
づ
く
り
2
－
線
H
～
P
の
言
葉
を
、
わ
く
の
中
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

P
 N L

 
J
 H 

/
 

O
 M K I

 

△
ふ
く
習
1
　
③
だ
ん
ら
く
を
も
う
一
度
読
み
ま
す
。
そ
し
て
、
③
だ
ん

　
ら
く
の

　
　
　
　
　
　
　
よ
う
て
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
要
点
（
大
事
な
こ
と
）

　
　
　
　
　
　
の
見
つ
げ
方
を
思
い
出
し
ま
し
ょ
う
。

　
R
リ
レ
ー
学
習
3
　
④
だ
ん
ら
く
の
要
点
は
ど
う
か
、
発
表
し
ま
し
ょ

　
　
　
　
　
　
　
　
う
。
（
目
標
5
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
つ

△
ふ
く
習
2
　
　
「
イ
ル
カ
の
会
話
」
と
い
う
説
明
文
も
あ
り
ま
し
た
。
そ

　
　
　
　
　
　
の
文
章
の
中
に
、
大
事
な
こ
と
の
書
か
れ
て
い
る
だ
ん
ら

　
　
　
　
　
く
が
、
二
つ
あ
っ
た
こ
と
を
お
ぼ
え
て
い
ま
す
ね
。
そ
の

　
　
　
　
　
見
っ
げ
方
を
ま
と
め
る
と
、
ど
う
な
り
ま
す
か
。

7

メ
　
モ

8

資料5
★
ち
ょ
う
し
ゃ
2

ふがな

しす

ぎ

、

、

★
ち
ょ
う
し
ゃ
3

9

帰
る
　
　
　
　
、

O

⑤
こ
れ
ら
の
か
ん
さ
つ
か
ら
、
ウ
ィ
ル
ソ
ソ
は
、
は
た
ら
き
あ
り
が
、
地

　
　
　
（
行
く
さ
き
を
し
め
す
も
の
）

面
に
何
か
道
し
る
べ
に
な
る
も
の
を
っ
げ
て
お
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と

考
え
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
く
　
　
　
　
　
ζ
ま

⑥
そ
こ
で
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
、
は
た
ら
き
あ
り
の
体
の
仕
組
み
を
細
か
に

け
ん
き
ゅ
う

研
究
し
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、
あ
り
は
、
お
し
り
の
と
こ
ろ
か
ら
、
と

く
べ
つ
の
え
き
を
出
す
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
に
お
い
の
あ

る
、
じ
ょ
う
発
し
や
す
い
え
き
で
す
。

⑦
こ
の
研
究
か
ら
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
、
あ
り
の
行
列
の
で
き
る
わ
げ
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

⑧
は
た
ら
き
あ
り
は
、
え
さ
を
見
つ
げ
る
と
、
道
し
る
べ
と
し
て
、
地
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

に
こ
の
え
き
を
つ
け
な
が
ら
帰
る
の
で
す
。
ほ
か
の
は
た
ら
き
あ
り
た
ち
1

は
、
そ
の
に
お
い
を
か
い
で
、
に
お
い
に
そ
っ
て
歩
い
て
い
き
ま
す
。
そ

し
て
、
そ
の
は
た
ら
き
あ
り
た
ち
も
、
え
さ
を
も
っ
て
帰
る
と
き
に
、
同

じ
よ
う
に
え
き
を
地
面
に
っ
け
な
が
ら
歩
く
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
僻

そ
の
た
め
、
え
き
が
多
い
ほ
ど
、
に
お
い
が
強
く
な
り
　
　
終

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
努

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鉦

資料6
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□
v
し
し
や
1

・
「
あ
り
の
行
列
」
の
本
の
一
ぺ
ー
ジ
。

　
し
し
や
し
ま
し
よ
う
O

一
だ
ん
ら
く
の
三
つ
め
の
文
を

あ
り
は
、

・
同
じ
く
、
「
あ
り
の
行
列
」
の
本
の
六
べ
ー
ジ
。

と
、
三
つ
め
の
文
と
を
し
し
ゃ
し
ま
し
ょ
う
。

ほ
ん
ぷ
ん

本
文
の
一
つ
め
の
文

u

よそひ

のき

や＞
フ

と

くち

に

ぴ
、

きほ

のか

あの

りあ

がh
ソ

、

た

ち

も
、

ぴ

き

二

R
リ
レ
ー
学
習
4

　
し
し
や
を
し
て
、

気
の
つ
い
た
こ
と
を
発
表
し
ま
し
ょ
う
。
（
目
標
5
）

メ
　
モ

12

「
書
く
こ
と
」
を
と
り
入
れ
た
文
章
理
解
の
学
習
指
導
（
田
中
・
岡
）

資料7
0
ふ
き
出
し
3

　
あ
り
お
君
、
あ

り
の
す
げ
君
、
あ

り
じ
ろ
う
君
は
、

何
と
一
言
っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
O

そ
う
ぞ
う
し
て
書

き
ま
し
ょ
う
。

R
リ
レ
ー
学
習
5

　
あ
り
お
君
の
ふ

き
出
し
三
人
、
あ

り
の
す
け
君
の
ふ

き
出
し
三
人
、
あ

り
じ
ろ
う
君
の
ふ

き
出
し
三
人
、
合

計
九
人
を
目
標

に
。

触締

蜘ブ
ー

　
拠紅

　
笈

　
　
餓

　
　
卿

　
　
・
お
…

　
　
粋
↑
ー
あ
り
じ
ろ
毫

　　　　鰍　　　納
趨

1314

資料8
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「
書
く
こ
と
」
を
と
り
入
れ
た
文
章
理
解
の
学
習
指
導
（
田
中
・
岡
）

⑨
こ
の
よ
う
に
、
に
お
い
を
た
ど
っ
て
え
さ
の
所
へ
行
っ
た
り
、
す
に
帰

っ
た
り
す
る
の
で
、
あ
り
の
行
列
が
で
き
る
と
い
う
わ
げ
で
す
。
こ
の
え

き
の
に
お
い
は
、
あ
り
の
し
ゅ
る
い
に
よ
っ
て
ち
が
う
こ
と
も
分
か
り
ま

し
た
。
そ
れ
で
、
ち
が
っ
た
し
ゅ
る
い
の
あ
り
の
道

し
る
べ
が
交
わ
っ
て
い
て
も
、
け
っ
し
て
ま
よ
う
こ

と
が
な
く
、
行
列
が
っ
づ
い
て
い
く
の
で
す
。

触狐卿朴外獅・卿に

⑧
ふ
き
出
し
4

　
次
の
表
を
見
て
、
気
の
つ
い
た
こ
と
を
∩
H
〃
の
中
に
書
き
ま
し
ょ
う
◎

自
分
の
意
見
の
ふ
き
出
し
で
す
。

を

知こイ い地こア
るの か面れ
こ研 ’にら
と究 と何の
がか 考かか
でら え道ん
き’ ましさ
まウ しるつ
しイ たべか
たノレ ○にら
○ソ な’

ソ るウ
は
、 もイ

のル
あ をソ
り つン
の げは
行 て’
列 おは
の いた
で たら
き のき
る であ
わ はり
け なが

　
こ
の
よ
う
に
、
に
お
い
を
た
ど
っ
て
え
さ
の
所
へ
行
っ
た
り
、
す

に
帰
っ
た
り
す
る
の
で
、
あ
り
の
行
列
が
で
き
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

1516

9料資

　
資
料
2
の
「
ち
ょ
う
し
ゃ
（
聴
写
）
1
」
で
は
、
問
題
提
起
の
部
分
を
意
識
づ
け

る
こ
と
を
ね
ら
っ
て
い
る
。
資
料
2
の
「
は
じ
め
に
」
と
資
料
4
の
「
次
に
」
と
は
、

対
応
す
る
表
現
で
あ
る
。
「
赤
で
線
を
引
こ
う
」
と
い
う
作
業
を
通
し
て
、
観
察
し

た
こ
と
を
順
を
追
っ
て
述
べ
て
い
く
方
法
を
理
解
さ
せ
る
。

　
資
料
2
に
は
、
さ
と
う
を
見
っ
け
た
あ
り
が
巣
に
帰
っ
た
時
に
、
仲
間
に
ど
う
言

う
か
を
想
像
し
て
書
く
「
ふ
き
出
し
1
」
も
設
け
て
い
る
。
単
調
な
説
明
文
の
学
習

に
変
化
を
つ
げ
る
意
味
も
あ
る
が
、
何
よ
り
も
、
あ
り
の
こ
と
ば
を
想
像
す
る
た
め

に
①
・
②
・
③
の
各
段
落
を
読
み
返
さ
せ
る
こ
と
を
ね
ら
っ
て
い
る
。
何
の
た
め
に

読
む
の
か
、
目
的
意
識
を
し
っ
か
り
と
持
っ
た
読
み
の
場
を
設
定
す
る
よ
う
心
が
げ

て
い
る
。

　
資
料
3
で
は
、
部
分
視
写
を
取
り
入
れ
た
「
表
づ
く
り
1
」
の
活
動
を
さ
せ
た
。

A
・
B
・
D
・
E
・
F
の
欄
に
は
、
「
ま
し
た
」
が
入
り
、
C
の
欄
に
は
「
で
す
」

が
、
G
の
欄
に
は
「
の
で
す
」
が
そ
れ
ぞ
れ
入
る
。
「
『
ま
し
た
』
で
終
わ
る
文
は
ど

ん
な
文
か
な
。
」
「
『
で
す
』
や
『
の
で
す
』
の
場
合
は
ど
う
だ
ろ
う
。
」
と
発
問
し
て

い
き
、
読
み
返
し
を
さ
せ
、
考
え
を
一
人
一
人
に
持
た
せ
る
。
そ
の
後
に
、
話
し
合

い
を
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
一
人
一
人
が
そ
れ
ぞ
れ
に
考
え
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
続

げ
て
意
見
を
発
表
し
合
う
学
習
（
「
リ
レ
ー
学
習
1
」
）
も
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
。
　
「
目

標
1
0
」
は
、
少
な
く
と
も
十
人
は
続
け
て
意
見
を
言
お
う
と
い
う
こ
と
を
表
し
て
い

る
。
「
メ
モ
」
欄
に
は
、
話
し
合
い
の
中
で
、
自
分
が
大
切
だ
と
思
っ
た
こ
と
を
記

す
。　

資
料
4
に
入
る
と
、
「
ふ
き
出
し
2
」
が
あ
る
。
二
番
目
の
観
察
の
部
分
で
、
石

に
さ
え
ぎ
ら
れ
て
ち
り
ぢ
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
あ
り
の
気
持
ち
を
書
か
せ
る
。
「
ふ

き
出
し
1
」
と
も
比
べ
さ
せ
、
あ
り
の
落
胆
ぶ
り
を
強
調
す
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
、

あ
り
の
表
情
も
絵
に
描
か
せ
る
よ
う
に
し
、
学
習
に
変
化
も
っ
け
て
い
る
。
「
リ
レ
ー



29

学
習
2
L
の
主
旨
は
、
先
ほ
ど
と
同
様
で
あ
る
。
こ
の
後
、
資
料
5
で
「
リ
レ
ー
学

習
3
」
、
資
料
7
で
「
リ
レ
ー
学
習
4
」
、
資
料
8
で
「
リ
レ
ー
学
習
5
」
を
そ
れ
ぞ

れ
設
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
説
明
は
省
略
す
る
。

　
資
料
5
で
は
、
資
料
3
と
同
じ
よ
う
な
「
表
づ
く
り
2
」
の
活
動
を
す
る
。
0
の

欄
に
「
ま
せ
ん
」
が
入
る
他
は
す
べ
て
、
「
ま
し
た
」
が
入
る
。
「
ま
せ
ん
」
で
終
わ

る
文
を
見
る
と
、
「
帰
る
と
き
も
、
行
列
の
道
す
じ
は
か
わ
り
ま
せ
ん
。
」
と
、
あ
り

の
行
列
の
状
態
を
表
し
、
③
の
段
落
の
結
論
部
分
と
酷
似
す
る
。
こ
の
点
は
「
ち
ょ

う
し
ゃ
2
・
3
」
に
よ
っ
て
も
お
さ
え
る
。
こ
う
し
て
、
文
末
の
表
現
に
注
視
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
段
落
の
構
造
が
つ
か
み
や
す
く
な
る
。
次
の
「
ふ
く
習
1
・
2
」

は
、
こ
の
段
落
あ
た
り
が
文
章
の
中
間
部
分
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
大
切
な
こ
と
を

も
う
一
度
確
認
し
て
お
く
と
い
う
ね
ら
い
で
設
定
し
た
。

　
資
料
6
に
具
体
的
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
⑥
の
段
落
で
「
研
究
」
と
い
う
語

句
を
見
つ
げ
、
そ
れ
に
黄
色
の
ラ
イ
ソ
マ
ー
カ
ー
で
サ
イ
ド
ラ
イ
ソ
を
引
く
と
い
う

作
業
も
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
出
て
き
た
「
か
ん
さ
っ
」
と
い
う
こ
と
ば
と
対
照

さ
せ
、
段
落
構
成
を
把
握
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。

　
資
料
7
の
「
し
し
ゃ
1
」
は
、
あ
り
の
目
の
は
た
ら
き
に
つ
い
て
児
童
に
は
っ
き

り
と
し
た
考
え
を
持
た
せ
る
た
め
に
用
意
し
た
。
先
の
学
習
指
導
案
の
「
展
開
の
計

画
」
と
も
関
連
す
る
が
、
「
道
し
る
べ
」
と
い
う
も
の
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
に
は
、
こ
の
作
業
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
る
。
「
道
し
る
べ
」
を
た
ど
っ
て
、
あ

り
は
行
列
を
っ
く
る
わ
げ
で
あ
る
が
、
こ
の
際
、
あ
り
の
出
す
液
の
色
が
重
要
で
は

な
く
、
む
し
ろ
「
に
ー
お
い
」
の
方
が
重
要
な
の
で
あ
る
。
児
童
は
、
ど
う
し
て
も
、

「
道
し
る
べ
」
と
聞
く
と
、
視
覚
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
受
け
取
り
が
ち
で
あ
る
。
臭
覚

的
な
イ
メ
ー
ジ
で
受
げ
取
ら
せ
な
け
れ
ぼ
な
ら
た
い
の
で
あ
る
。
こ
の
視
写
は
、
そ

の
意
味
で
設
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
の
意
識
を
、
視
覚
か
ら
臭
覚
へ
と

「
書
く
こ
と
」
を
と
り
入
れ
た
文
章
理
解
の
学
習
指
導
（
田
中
・
岡
）

向
げ
さ
せ
よ
う
と
い
う
意
図
が
あ
る
。

　
資
料
8
の
「
ふ
き
出
し
3
」
は
、
以
前
の
段
落
を
読
み
返
L
、
石
に
じ
ゃ
ま
さ
れ

た
時
と
そ
の
前
後
の
あ
り
の
気
持
ち
を
書
か
せ
る
も
の
で
あ
る
。
気
持
ち
を
発
表
さ

せ
な
が
ら
も
、
再
び
「
道
し
る
べ
」
を
発
見
し
た
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
し
、
　
「
本

時
の
目
標
に
迫
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
資
料
9
の
「
ふ
き
出
し
4
」
は
、
「
自
分
の
意
見
の
ふ
き
出
し
」
で
あ
る
。
指
示

語
を
含
む
文
節
表
現
に
つ
い
て
の
ま
と
め
を
さ
せ
る
こ
と
を
ね
ら
っ
て
い
る
。

（
1
）

注中
で
も
、
次
の
各
書
か
ら
は
多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
。

・
青
木
幹
勇
著
、
『
書
き
た
が
ら
読
む
』
（
青
木
幹
勇
授
業
技
術
集
成
②
）
、
昭
五
七
・
四
、

明
治
図
書
出
版
刊
。

・
青
木
幹
勇
著
、
『
第
三
の
書
く
～
読
む
た
め
に
書
く
、
書
く
た
め
に
読
む
～
』
（
国
土
杜

の
教
育
選
書
4
）
、
昭
六
一
・
八
、
国
土
杜
刊
。

・
大
村
は
ま
著
、
『
大
村
は
ま
国
語
教
室
』
〈
全
一
五
巻
、
別
巻
一
、
資
料
篇
一
～
五
V
、

昭
五
七
・
一
一
～
昭
六
〇
・
二
、
筑
摩
書
房
刊
。

・
大
西
道
雄
著
、
『
学
習
の
手
引
き
に
よ
る
国
語
科
授
業
の
改
善
』
（
国
語
科
授
業
の
新
展

開
3
4
）
、
昭
六
二
・
四
、
明
治
図
書
出
版
刊
。

・
『
小
学
校
の
国
語
科
教
育
』
企
画
編
集
局
編
、
全
国
小
学
校
国
語
教
育
研
究
会
編
集
協

力
、
『
読
み
を
深
め
る
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
作
成
と
活
用
』
（
小
学
校
の
国
語
科
教

育
2
2
）
、
昭
六
一
・
一
〇
、
明
治
図
書
出
版
刊
。

た
お
、
青
木
氏
の
以
下
の
考
え
は
、
殊
に
傾
聴
に
値
す
る
と
判
断
す
る
。

　
　
わ
た
し
の
主
張
す
る
「
書
き
な
が
ら
読
む
」
と
い
う
読
解
の
指
導
、
読
解
の
学
習

　
の
、
基
本
的
な
形
は
、
い
ま
、
目
の
前
に
あ
る
文
章
、
子
ど
も
た
ち
の
読
解
し
よ
う

　
と
す
る
文
章
を
書
き
写
す
、
そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
各
自
の
読
解
を
ひ

　
き
だ
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
が
、
こ
の
学
習
指
導
は
、
さ
ら
に
、
つ
ぎ
の
よ

　
う
な
、
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ソ
を
生
ん
で
く
る
の
で
す
。
こ
れ
を
、
わ
た
し
の
構
想
し
て
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「
書
く
こ
と
」
を
と
り
入
れ
た
文
章
理
解
の
学
習
指
導
（
田
中
・
岡
）

　
　
　
　
い
る
「
間
題
を
も
ち
な
が
ら
読
む
」
と
い
う
指
導
体
系
に
よ
っ
て
ま
と
め
て
み
ま
す

　
　
　
　
と
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
広
が
り
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
一
　
文
章
を
読
ん
で
問
題
を
書
く
。

　
　
　
　
　
二
　
問
題
点
の
多
い
文
章
、
学
習
（
指
導
）
価
値
の
高
い
文
章
を
書
写
し
な
が
ら

　
　
　
　
　
　
読
む
。

　
　
　
　
　
三
　
書
写
し
た
文
章
に
、
ア
ソ
ダ
ー
ラ
イ
ソ
そ
の
他
の
記
号
、
小
見
出
し
、
短
い

　
　
　
　
　
　
感
想
、
意
見
な
ど
を
書
き
入
れ
る
。
わ
た
し
は
こ
れ
を
自
注
と
呼
ん
で
い
る
。

　
　
　
　
　
四
　
文
章
を
、
表
解
的
に
ま
と
め
た
り
、
図
式
化
し
た
り
し
な
が
ら
読
む
。

　
　
　
　
　
五
　
書
き
と
っ
た
文
章
に
、
読
み
手
の
読
解
メ
モ
を
書
ぎ
そ
え
な
が
ら
、
読
み
を

　
　
　
　
　
　
豊
か
に
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
六
　
文
章
を
さ
ら
に
細
か
く
読
む
た
め
に
、
読
み
手
が
、
文
章
の
あ
る
部
分
を
、

　
　
　
　
　
　
文
意
に
従
い
、
想
像
を
豊
か
に
は
た
ら
か
せ
て
、
書
き
広
げ
て
み
る
。

　
　
　
　
　
七
　
文
章
を
自
力
で
読
み
破
り
、
そ
の
読
み
の
過
程
と
か
、
読
み
と
り
え
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
と
か
、
読
解
の
到
達
点
な
ど
を
、
研
究
レ
ポ
ー
ト
と
し
て
書
く
。

　
　
　
　
　
細
か
く
分
げ
る
と
、
さ
ら
に
数
多
く
に
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
が
、
一

　
　
　
　
応
、
右
の
よ
う
に
ま
と
め
て
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
前
掲
『
書
き
な
が
ら
読
む
』
、
五
六
頁
）

　
　
　
　
『
第
三
の
書
く
』
で
は
、
さ
ら
に
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
広
が
る
が
、
こ
の
考
え
が
基

　
　
　
底
に
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
筆
者
は
、
特
に
青
木
氏
の
お
考
え
か
ら
啓
発
さ
れ
、
青

　
　
　
木
氏
の
言
及
さ
れ
て
い
な
い
説
明
文
の
「
本
づ
く
り
」
と
い
う
単
元
に
取
り
組
み
、
そ

　
　
　
の
概
要
を
本
稿
で
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
文
責
　
岡
）

□
付
記
］

　
本
稿
は
は
じ
め
田
中
が
教
材
「
は
る
か
ぜ
の
た
い
こ
」
に
つ
い
て
、
木
論
文
の
二
に
示
し
た

よ
う
な
授
業
展
開
の
構
想
を
着
想
し
、
こ
れ
を
う
け
た
岡
が
教
材
本
文
に
即
し
た
「
本
づ
く

り
」
の
手
法
を
軸
と
し
て
若
干
の
授
業
実
践
を
試
み
、
そ
の
中
か
ら
教
材
「
あ
り
の
行
列
」
に

よ
る
実
践
を
と
り
あ
げ
て
三
を
ま
と
め
た
。
そ
の
後
両
名
協
議
の
う
え
一
を
田
中
が
執
筆
し
て

定
稿
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
螢
一
（
島
根
大
学
教
育
学
部
国
語
研
究
室
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
　
利
道
（
島
根
大
学
教
育
学
部
附
属
小
学
校
）


